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一
、
は
じ
め
に 

 

本
稿
ま
で
の
経
緯
と
し
て
は
、
日
本
古
代
の
放
鷹
の
技
術
の
一
端
を
読
み

取
れ
る
史
料
を
取
り
上
げ
、
放
鷹
に
ま
つ
わ
る
伝
承
と
し
て
の
側
面
を
重
視

す
る
こ
と
で
、
史
料
上
の
空
想
的
な
要
素
を
意
識
し
な
が
ら
、
放
鷹
の
担
い

手
の
身
分
と
そ
の
環
境
に
注
目
し
て
、
放
鷹
の
技
術
的
な
要
素
と
そ
の
背
景

を
読
み
解
く
こ
と
を
試
み
て
き
た
。
そ
の
四
の
稿
で
は
、
平
安
期
の
餌
取
法

師
往
生
説
話
に
注
目
し
た
。
放
鷹
に
関
係
す
る
餌
取
の
活
動
に
依
存
し
て
食

物
を
得
て
い
た
法
師
た
ち
の
存
在
を
手
掛
か
り
に
、
餌
取
に
関
す
る
先
行
研

究
を
参
照
し
つ
つ
、
奈
良
・
平
安
期
の
放
鷹
を
支
え
た
餌
取
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
（
１
）

。 

本
稿
で
は
、
前
稿
で
注
目
し
た
平
安
期
の
餌
取
法
師
往
生
説
話
と
ほ
ぼ
同

時
期
に
作
ら
れ
て
普
及
し
た
鷹
取
の
男
の
観
音
霊
験
譚
に
注
目
す
る
。
奈

良
・
平
安
期
で
放
鷹
の
た
め
の
鷹
を
飼
育
調
教
す
る
人
々
は
鷹
飼
と
呼
ば
れ

て
い
た
が
、
そ
の
鷹
を
捕
獲
す
る
鷹
取
と
呼
ば
れ
る
人
々
も
存
在
し
て
い
た

こ
と
が
該
当
の
観
音
霊
験
譚
か
ら
う
か
が
え
る
。 

こ
の
観
音
霊
験
譚
の
類
話
は
い
く
つ
か
あ
り
、
い
ず
れ
の
話
も
放
鷹
に
関

わ
る
生
業
を
営
む
男
が
、
日
頃
か
ら
観
音
経
（
観
音
品
と
も
呼
ば
れ
る
。
妙

法
蓮
華
経
・
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五
を
意
味
す
る
）
を
読
ん
で
信
仰

し
て
い
た
が
、
生
業
の
中
で
生
命
の
危
機
に
直
面
し
た
時
、
観
音
菩
薩
に
祈

る
と
、
そ
の
危
機
を
脱
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
平
安
期
の

鷹
取
の
男
の
観
音
霊
験
譚
を
手
掛
か
り
に
、
鷹
取
・
鷹
飼
に
関
す
る
先
行
研

究
を
参
照
し
、
奈
良
・
平
安
期
の
放
鷹
を
支
え
た
鷹
取
・
鷹
飼
の
生
業
・
生

活
の
一
端
を
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。 
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二
、
鷹
取
の
男
の
観
音
霊
験
譚 

 

古
代
の
放
鷹
に
関
す
る
史
料
の
う
ち
、
鷹
の
捕
獲
に
つ
い
て
読
み
取
れ
る

史
料
を
取
り
上
げ
る
前
に
、
鷹
の
捕
獲
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
説
話
に
注
目
し

て
み
た
い
。
そ
の
説
話
は
、
十
一
世
紀
前
半
成
立
の
『
大
日
本
国
法
華
経
験

記
』
を
は
じ
め
と
し
て
、
平
安
後
期
・
鎌
倉
期
に
成
立
し
た
複
数
の
説
話
集

に
み
え
る
鷹
取
の
男
の
観
音
霊
験
譚
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
観
音
霊
験
譚
の
大

筋
は
、
鷹
の
子
（
雛
）
を
取
る
こ
と
を
生
業
と
し
て
い
た
男
が
、
日
頃
か
ら

毎
月
十
八
日
に
観
音
品
を
誦
持
し
て
い
た
が
、
そ
の
お
か
げ
で
生
命
の
危
機

を
脱
し
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
該
当
の
観
音
霊
験
譚
の
テ
ー
マ
は
一
貫
し
て

変
わ
ら
な
い
た
め
、
説
話
の
本
筋
を
論
じ
る
と
き
に
は
、
各
説
話
集
の
間
で

共
通
す
る
観
音
霊
験
譚
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
優
先
さ
れ
る
の
は

当
然
で
あ
ろ
う
。
そ
の
観
点
か
ら
す
る
と
、
各
説
話
集
か
ら
読
み
取
れ
る
生

業
・
生
活
の
様
子
の
違
い
は
、
取
る
に
足
り
な
い
、
さ
さ
い
な
違
い
に
過
ぎ

な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
彼
ら
が
観
音
経
を
持
っ
て
観
音
菩
薩
を
信

仰
し
な
が
ら
、
鷹
の
子
を
取
っ
て
売
る
仕
事
に
従
事
し
て
生
活
を
成
り
立
た

せ
て
い
た
と
考
え
る
と
き
、
平
安
期
の
多
様
な
社
会
生
活
を
う
か
が
う
う
え

で
一
つ
の
素
材
を
提
供
す
る
も
の
と
い
え
る
。 

複
数
の
説
話
集
で
説
明
さ
れ
て
い
た
鷹
取
の
男
の
生
業
・
生
活
の
様
子
は

少
し
ず
つ
異
な
っ
て
い
る
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、
『
大
日
本
国
法
華
経
験
記
』

で
は
、
陸
奥
国
に
住
む
鷹
取
の
男
が
鷹
の
子
を
取
っ
て
「
国
家
」
へ
献
上
し

て
お
り
、
価
直
を
得
て
い
た
と
あ
る
の
に
対
し
て
、
『
今
昔
物
語
集
』
で
は
、

『
大
日
本
国
法
華
経
験
記
』
を
も
と
に
改
変
し
て
お
り
、
陸
奥
国
の
鷹
取
の

男
は
鷹
の
子
を
取
っ
て
「
要
ニ
ス
ル
人
」
、
「
国
ノ
人
」
へ
与
え
て
価
直
を
得

て
い
た
、
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。『
大
日
本
国
法
華
経
験
記
』
と
『
今
昔
物
語

集
』
に
お
け
る
陸
奥
国
の
鷹
取
の
男
の
生
業
・
生
活
の
違
い
が
、
平
安
期
の

国
家
・
社
会
の
変
化
の
一
端
を
示
し
て
い
た
と
推
考
す
る
説
が
あ
っ
た
。 

古
代
国
家
の
鷹
貢
納
制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
論
じ
た
弓
野
正
武
氏
は
、『
大

日
本
国
法
華
経
験
記
』
と
『
今
昔
物
語
集
』
の
陸
奥
国
の
鷹
取
の
男
が
鷹
の

子
を
売
る
相
手
の
違
い
に
注
目
さ
れ
た
（

2
）
。
こ
の
違
い
を
一
つ
の
手
が
か

り
と
し
て
平
安
期
の
様
々
な
史
料
を
取
り
上
げ
て
お
り
、
古
代
国
家
の
鷹
貢

納
制
度
が
平
安
前
・
中
期
か
ら
平
安
後
期
へ
か
け
て
次
第
に
衰
退
す
る
に
従

い
、
私
的
な
放
鷹
が
隆
盛
し
て
い
く
と
い
う
中
世
的
な
放
鷹
へ
の
変
化
を
見

通
す
も
の
で
あ
っ
た
。
古
代
国
家
の
鷹
貢
納
制
度
の
衰
退
と
放
鷹
を
取
り
巻

く
社
会
の
変
化
に
関
す
る
見
解
に
対
し
て
異
論
を
述
べ
る
用
意
が
な
い
も
の

の
、
鷹
取
や
鷹
飼
な
ど
放
鷹
に
従
事
し
た
人
々
に
対
す
る
理
解
に
は
少
々
疑

問
が
あ
る
。
所
論
の
手
が
か
り
と
さ
れ
た
、『
大
日
本
国
法
華
経
験
記
』
と
『
今

昔
物
語
集
』
の
説
話
に
み
え
る
鷹
取
の
男
の
生
業
・
生
活
に
注
目
す
る
と
、

も
う
少
し
読
み
解
く
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。 

や
や
迂
遠
な
論
じ
方
に
な
る
が
、
ま
ず
、
鷹
取
の
男
の
観
音
霊
験
譚
に
関

す
る
文
学
研
究
の
成
果
を
参
照
し
て
、
観
音
霊
験
譚
に
み
え
る
鷹
取
の
男
の

生
業
・
生
活
の
様
子
を
改
め
て
読
み
解
く
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
該
当
の

観
音
霊
験
譚
は
、
平
安
後
期
・
鎌
倉
期
に
成
立
し
た
複
数
の
説
話
集
に
収
録
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さ
れ
て
お
り
、
文
学
研
究
に
お
け
る
当
該
説
話
の
系
統
に
関
し
て
は
、
森
正

人
氏
に
よ
る
整
理
が
あ
る
（

3
）
。
次
の
系
統
に
分
か
れ
る
と
い
う
。 

Ａ
系
統 

 

『
大
日
本
国
法
華
経
験
記
』
巻
下
・
第
一
一
三 

奥
州
鷹
取
男 

 

『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
六
・
第
六 

陸
奥
国
鷹
取
男
依
観
音
助
存
命
語 

 

唐
招
提
寺
蔵
「
取
鷹
母
縁
」
（
取
鷹
因
縁
） 

Ｂ
系
統 

 

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
上
・
八
七 

観
音
経
化
レ

蛇
輔
レ

人
給
事 

『
古
本
説
話
集
』
下
・
六
四 

観
音
経
変
二

化
蛇
身
一

輔
二

鷹
生
一

事 

Ｃ
系
統 

 

金
沢
文
庫
本
『
観
音
利
益
集
』
三
五 

 

こ
れ
ら
の
う
ち
、
Ａ
系
統
の
唐
招
提
寺
蔵
「
取
鷹
母
縁
」（
取
鷹
因
縁
）
に

つ
い
て
は
、
Ａ
系
統
の
基
点
と
な
っ
た
『
験
記
』
を
も
と
に
、
僧
侶
に
よ
っ

て
抜
き
書
き
さ
れ
た
説
草
と
し
て
唐
招
提
寺
に
伝
来
し
た
こ
と
か
ら
、
僧
侶

が
好
ん
で
該
当
の
説
話
を
説
法
・
説
教
に
取
り
上
げ
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
測

さ
れ
て
い
る
。
Ｃ
系
統
の
金
沢
文
庫
本
『
観
音
利
益
集
』
三
五
も
ま
た
同
様

に
、
称
名
寺
に
伝
わ
る
説
草
で
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
説

話
の
内
容
が
全
体
と
し
て
は
Ａ
系
統
で
あ
る
も
の
の
、
鷹
取
の
男
が
鷹
の
巣

へ
降
り
る
方
法
が
異
な
る
こ
と
な
ど
、
Ａ
系
統
と
の
間
に
異
同
が
あ
る
と
判

断
し
て
Ｃ
系
統
に
分
類
し
て
い
る
。 

森
氏
は
、『
大
日
本
国
法
華
経
験
記
』
の
鷹
取
の
男
の
観
音
霊
験
譚
を
軸
に
、

他
の
説
話
集
の
類
話
を
比
較
し
て
古
代
中
世
人
の
心
性
を
読
み
取
り
つ
つ
、

説
話
の
特
徴
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
て
い
る
。
特
に
大
蛇
と
の
遭
遇
の
場
面
を

詳
細
に
読
み
解
き
、
説
話
の
読
み
手
や
聞
き
手
を
意
識
し
て
形
作
ら
れ
た
説

話
の
も
つ
力
を
論
じ
て
お
ら
れ
る
。
読
み
手
や
聞
き
手
が
自
身
を
説
話
の
中

の
人
物
に
重
ね
合
わ
せ
て
宗
教
的
な
真
実
を
感
得
す
る
に
至
る
だ
ろ
う
と
強

調
さ
れ
て
い
る
。 

説
話
そ
の
も
の
に
期
待
さ
れ
た
効
果
は
所
論
の
通
り
と
考
え
る
が
、
所
論

の
重
点
は
、
鷹
取
の
男
が
断
崖
で
生
命
の
危
機
に
直
面
し
た
時
に
大
蛇
と
遭

遇
し
て
危
機
を
脱
し
、
そ
の
こ
と
が
観
音
の
霊
験
で
あ
っ
た
と
説
き
明
か
し

て
い
る
説
話
の
後
半
部
分
に
あ
っ
た
。
説
話
の
後
半
部
分
は
複
数
の
説
話
集

の
間
で
共
通
す
る
要
素
が
多
い
の
だ
が
、
後
半
部
分
に
い
た
る
ま
で
の
前
半

部
分
は
、
系
統
の
違
い
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
で
き
る
。 

本
稿
の
行
論
の
都
合
上
、
当
該
説
話
の
内
容
を
大
ま
か
に
把
握
し
て
お
く

た
め
、
Ａ
系
統
の
『
大
日
本
国
法
華
経
験
記
』
の
当
該
説
話
を
も
と
に
作
ら

れ
た
『
今
昔
物
語
集
』
の
類
話
の
概
略
を
紹
介
し
て
お
く
。 

・
陸
奥
国
に
住
む
鷹
取
の
男
は
、
鷹
の
巣
か
ら
鷹
の
子
を
下
ろ
し
て
、
必
要

と
す
る
人
へ
売
る
こ
と
で
生
計
を
立
て
て
い
た
。
例
年
、
鷹
取
の
男
に
よ
っ

て
子
を
奪
わ
れ
て
い
た
母
の
鷹
は
、
巣
を
捨
て
て
飛
び
去
り
、
海
辺
の
断
崖

へ
懸
か
っ
て
伸
び
る
木
の
枝
に
新
し
い
巣
を
作
っ
た
。 

・
鷹
取
の
男
は
、
い
つ
も
の
巣
か
ら
消
え
た
鷹
を
探
し
て
山
々
峰
々
を
歩
き

回
り
、
断
崖
に
新
し
い
巣
を
見
つ
け
た
が
、
そ
の
場
所
に
近
づ
け
ず
、
帰
宅

し
て
隣
家
の
男
に
嘆
い
た
。
隣
家
の
男
の
助
言
を
得
て
籠
な
ど
を
用
意
す
る

と
、
二
人
で
断
崖
を
訪
れ
た
。
鷹
取
の
男
は
籠
に
乗
り
込
む
と
、
隣
家
の
男
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に
頼
ん
で
籠
を
鷹
の
巣
の
近
く
に
下
ろ
し
て
も
ら
っ
た
。
鷹
取
の
男
は
巣
か

ら
鷹
の
子
を
取
っ
て
籠
に
載
せ
た
が
、
隣
家
の
男
は
籠
を
引
き
上
げ
る
と
鷹

の
子
を
持
っ
て
立
ち
去
っ
て
し
ま
う
。
断
崖
の
途
中
に
取
り
残
さ
れ
た
鷹
取

の
男
は
、
い
つ
ま
で
待
っ
て
も
籠
が
下
り
て
こ
な
い
た
め
、
海
に
落
ち
な
い

よ
う
に
巌
の
く
ぼ
み
に
身
を
寄
せ
て
、
身
動
き
が
取
れ
な
く
な
り
、
死
を
覚

悟
し
た
。 

・
鷹
取
の
男
は
隣
家
の
男
を
恨
む
で
も
な
く
、
自
分
の
生
業
の
罪
深
さ
ゆ
え

に
苦
境
に
陥
っ
た
と
悔
い
て
、
毎
月
十
八
日
に
読
ん
で
い
た
観
音
品
を
思
い

出
し
、
観
音
菩
薩
に
祈
っ
た
。
す
る
と
、
崖
下
の
大
海
の
中
か
ら
大
蛇
が
出

現
し
て
崖
を
登
っ
て
き
て
、
鷹
取
の
男
を
呑
も
う
と
し
た
。
鷹
取
の
男
は
腰

の
刀
を
手
に
持
ち
、
大
蛇
の
頭
に
突
き
立
て
る
。
大
蛇
が
驚
い
て
崖
を
登
ろ

う
と
し
た
の
で
、
鷹
取
の
男
は
刀
の
柄
を
握
っ
た
ま
ま
大
蛇
に
乗
り
、
崖
の

上
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
大
蛇
は
崖
の
上
で
忽
然
と
姿
を
消
す
。
鷹
取
の
男

は
衰
弱
し
て
い
た
が
、
帰
宅
す
る
と
、
妻
子
に
そ
の
出
来
事
を
語
っ
た
。 

・
い
つ
も
の
よ
う
に
十
八
日
に
な
り
、
持
斎
沐
浴
し
て
、
観
音
品
を
納
め
る

筥
を
開
く
と
、
経
の
軸
に
刀
が
刺
さ
っ
て
い
た
。
大
蛇
は
観
音
品
の
化
身
で

あ
っ
た
と
知
り
、
た
ち
ま
ち
道
心
を
発
し
て
法
師
と
な
っ
た
。 

こ
の
説
話
の
概
略
は
以
上
で
あ
る
が
、
テ
ー
マ
が
観
音
霊
験
譚
で
あ
る
か

ら
、
森
氏
の
研
究
を
は
じ
め
と
し
て
、『
大
日
本
国
法
華
経
験
記
』
や
『
今
昔

物
語
集
』
の
注
釈
で
も
、
鷹
取
の
男
が
断
崖
で
大
蛇
と
遭
遇
し
て
生
命
の
危

機
を
出
し
た
場
面
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
大
蛇
と
の
遭
遇
や
観
音
の
霊

験
自
体
は
現
実
的
に
理
解
し
難
い
も
の
だ
が
、
そ
の
場
面
と
霊
験
の
意
味
を

効
果
的
に
説
く
た
め
に
、
鷹
取
の
男
が
断
崖
で
一
人
に
な
り
、
大
蛇
と
遭
遇

す
る
と
い
う
特
殊
な
状
況
を
設
定
し
て
い
る
。
説
話
の
後
半
部
分
で
観
音
の

霊
験
を
説
く
効
果
を
高
め
る
に
は
、
特
殊
な
状
況
の
前
提
と
な
っ
た
様
々
な

要
素
も
重
要
で
あ
ろ
う
。
こ
の
説
話
の
前
半
部
分
は
、
後
半
部
分
の
前
置
き

と
し
て
、
鷹
取
の
男
が
営
ん
で
い
た
生
業
・
生
活
の
様
子
か
ら
、
断
崖
で
一

人
に
な
っ
て
大
蛇
と
遭
遇
し
た
経
緯
に
至
る
ま
で
、
説
話
の
読
み
手
ま
た
は

聞
き
手
が
違
和
感
を
覚
え
た
と
し
て
も
想
像
し
や
す
い
よ
う
に
書
か
れ
て
い

る
と
予
想
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
鷹
取
の
男
が
断
崖
で
大
蛇
に
遭
遇
し
た
と
い

う
場
面
は
、
生
き
延
び
た
彼
自
身
の
語
り
に
基
づ
い
て
い
る
ら
し
く
、
そ
の

場
面
を
実
際
に
目
撃
し
た
者
は
誰
も
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
説
話
の
作
者

ま
た
は
説
話
集
の
編
者
が
、
説
話
の
前
半
部
分
の
設
定
と
表
現
を
工
夫
し
て
、

鷹
取
の
男
が
断
崖
で
一
人
に
な
っ
た
経
緯
を
上
手
く
説
明
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
た
と
い
え
る
。 

本
稿
で
は
、
そ
の
よ
う
な
問
題
関
心
に
立
ち
、
類
話
を
比
較
し
て
、
鷹
取

の
男
の
生
業
・
生
活
の
様
子
を
読
み
比
べ
て
み
る
。
比
較
の
手
掛
か
り
と
し

て
、
鷹
取
の
男
が
断
崖
で
鷹
の
子
を
取
ろ
う
と
す
る
に
至
っ
た
具
体
的
な
状

況
を
読
む
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
。
以
降
は
書
名
を
掲
げ
る
こ
と
は
煩
雑
に
な

る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
略
称
を
用
い
、『
大
日
本
国
法
華
経
験
記
』
は
『
験
記
』
、

『
今
昔
物
語
集
』
は
『
今
昔
』
、
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
は
『
宇
治
』
、
『
古
本
説

話
集
』
は
『
古
本
』
と
表
記
す
る
。
Ａ
系
統
の
代
表
的
な
説
話
集
と
し
て
『
験

記
』
、『
今
昔
』
、
Ｂ
系
統
の
説
話
集
と
し
て
『
古
本
』
、『
宇
治
』
を
取
り
上
げ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
該
当
の
説
話
の
前
半
部
分
を
中
心
に
引
用
す
る
。
た
だ
し
、
該
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当
の
観
音
霊
験
譚
の
大
元
に
な
っ
た
Ａ
系
統
の
『
験
記
』
は
、
原
文
の
全
部

を
掲
げ
て
お
く
。
Ａ
系
統
の
唐
招
提
寺
蔵
「
取
鷹
母
縁
」（
取
鷹
因
縁
）
と
Ｃ

系
統
の
金
沢
文
庫
本
『
観
音
利
益
集
』
三
五
は
、
Ａ
系
統
に
つ
い
て
考
え
る

際
に
参
照
す
る
に
と
ど
め
、
こ
こ
に
は
掲
げ
な
い
（

4
）

。『
験
記
』
、『
今
昔
』
、

『
宇
治
』
、『
古
本
』
の
順
に
並
べ
、『
験
記
』
、『
今
昔
』
と
『
宇
治
』
、『
古
本
』

の
間
の
違
い
を
比
較
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。 

・
『
験
記
』
巻
下
・
第
一
一
三 

奥
州
鷹
取
男
（

5
） 

陸
奥
国
有
一
人
、
姓
名
未
詳
、
田
猟
漁
捕
、
取
鷹
為
業
、
常
取
上
鷹
、
為

活
生
謀
、
雌
鷹
思
念
、
我
常
逕
年
、
造
巣
生
卵
成
雛
、
人
来
奪
取
、
子
孫
既

絶
、
誰
復
継
胤
、
今
生
卵
不
令
知
人
、
作
是
念
巳
、
尋
求
人
跡
不
通
険
処
、

造
巣
生
卵
、
離
前
々
巣
、
飛
到
峨
峨
石
巌
涯
岸
、
下
臨
大
海
、
青
水
浩
々
、

上
臨
虚
空
、
白
雲
眇
々
、
其
岸
中
央
有
小
凹
所
、
造
巣
生
子
、 

時
鷹
取
男
走
求
無
在
所
、
経
多
日
求
得
鷹
巣
、
非
人
住
処
、
非
力
所
堪
、

見
已
還
家
、
歎
生
活
絶
、
我
常
取
鷹
、
献
上
国
家
、
以
其
価
直
宛
年
々
貯
、

今
年
既
絶
取
鷹
方
術
矣
、
往
傍
人
許
、
語
此
巣
事
、
傍
人
告
言
、
当
相
構
取
、

於
彼
岩
上
打
立
楴
杙
、
以
数
百
余
尋
縄
、
結
付
楴
杙
、
以
縄
末
繋

、
鷹
取

乗

中
、
令
人
執
縄
、
漸
々
垂
下
、
遙
到
巣
許
、
鷹
取
従

下
居
巣
傍
、
先

取
鷹
子
、
結
羽
裹
雛
、
入
是

中
、
先
挙
鷹
子
、
上
人
引
上

、
取
領
鷹
子
、

又
不
下

棄
捨
而
去
、
往
鷹
取
宅
語
妻
子
言
、
汝
夫
乗

、
下
巣
去
間
、
縄

断
遙
落
海
中
而
死
、
妻
子
悲
泣
、
親
昵
歎
息
、 

鷹
取
居
巣
、
待

欲
登
、
既

不
下
、
経
数
日
夜
、
居
狭
凹
巌
、
若
動
身

体
、
可
顚
入
海
、
只
待
死
期
、
観
身
罪
報
、
此
男
頃
年
毎
月
十
八
日
、
持
斎

精
進
、
読
法
華
経
第
八
巻
矣
、
鷹
取
遇
苦
念
観
音
、
更
無
他
念
、
我
年
来
間
、

取
飛
翔
鷹
、
足
着
絆
縛
不
放
、
依
如
是
罪
、
現
身
感
得
如
是
重
苦
、
大
悲
観

音
、
抜
地
獄
苦
、
引
摂
浄
土
、
有
大
毒
蛇
、
従
海
中
出
、
向
岩
登
来
欲
呑
、

鷹
取
抜
刀
突
立
蛇
頭
、
蛇
驚
走
登
、
鷹
取
乗
蛇
、
自
然
至
岸
上
、
蛇
隠
不
見
、

即
知
観
音
変
蛇
、
来
助
我
、
一
心
礼
拝
、
嘆
未
曾
有
矣
、 

往
至
我
宅
、
死
去
七
日
、
立
物
忌
札
、
閉
門
無
人
、
開
戸
入
居
、
妻
子
揮

涙
、
喜
還
来
事
、
近
隣
遠
近
、
称
稀
有
事
、
乃
至
例
十
八
日
沐
浴
持
斎
開
箱

見
経
、
々
軸
立
刀
、
蛇
頭
突
立
刀
也
、
明
知
法
華
第
八
、
変
蛇
来
救
我
、
弥

生
歓
喜
、
重
発
道
心
、
出
家
入
道
、
受
持
法
花
、
永
断
悪
心
焉
、 

・
『
今
昔
』
巻
十
六
・
第
六 

陸
奥
国
鷹
取
男
依
観
音
助
存
命
語
（

6
） 

今
昔
、
陸
奥
国
ニ
住
ケ
ル
男
、
年
来
鷹
ノ
子
ヲ
下
シ
テ
、
要
ニ
ス
ル
人
ニ

与
ヘ
テ
、
其
ノ
直
ヲ
得
テ
世
ヲ
渡
リ
ケ
リ
。
鷹
ノ
樔
ヲ
食
タ
ル
所
ヲ
見
置
テ
、

年
来
下
ケ
ル
ニ
、
母
鷹
此
ノ
事
ヲ
思
ヒ
侘
ビ
ケ
ル
ニ
ヤ
有
ケ
ム
、
本
ノ
所
ニ

樔
ヲ
不
食
ズ
シ
テ
、
人
ノ
可
通
ベ
キ
様
モ
無
キ
所
ヲ
求
メ
テ
、
樔
ヲ
食
ヒ
テ
、

卵
ヲ
生
ミ
ツ
。
巌
ノ
屏
風
ヲ
立
タ
ル
様
ナ
ル
崎
ニ
、
下
大
海
ノ
底
ヰ
モ
不
知

ヌ
荒
礒
ニ
テ
有
リ
。
其
レ
ニ
遥
ニ
下
テ
生
タ
ル
木
ノ
大
海
ニ
差
覆
ヒ
タ
ル
末

ニ
生
テ
ケ
リ
。
実
ニ
人
可
寄
付
キ
様
無
所
ナ
ル
ベ
シ
。 

此
ノ
鷹
取
ノ
男
鷹
ノ
子
可
下
キ
時
ニ
成
ニ
ケ
レ
バ
、
例
樔
食
フ
所
ヲ
行
テ

見
ル
ニ
、
何
シ
ニ
カ
ハ
有
ラ
ム
ズ
ル
。
今
年
ハ
樔
食
タ
ル
跡
モ
無
シ
。
男
此

レ
ヲ
見
テ
、
歎
キ
悲
デ
、
外
ヲ
走
リ
求
ル
ニ
、
更
ニ
無
ケ
レ
バ
、「
鷹
ノ
母
ノ

死
ニ
ケ
ル
ニ
ヤ
。
亦
、
外
ニ
樔
ヲ
食
タ
ル
ニ
ヤ
」
ト
思
テ
、
日
来
ヲ
経
テ
、

山
々
峰
々
ヲ
求
メ
行
ク
ニ
、
遂
ニ
此
樔
ノ
所
ヲ
幽
ニ
見
付
テ
、
喜
ビ
乍
ラ
寄
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テ
見
ル
ニ
、
更
ニ
人
ノ
可
通
キ
所
ニ
非
ズ
。
上
ヨ
リ
可
下
キ
ニ
、
手
ヲ
立
タ

ル
様
ナ
ル
巌
ノ
喬
也
。
下
ヨ
リ
可
登
キ
ニ
、
底
ヰ
モ
不
知
ヌ
大
海
ノ
荒
礒
也
。

鷹
ノ
樔
ヲ
見
付
タ
リ
ト
云
ヘ
ド
モ
更
ニ
力
不
及
ズ
シ
テ
、
家
ニ
返
テ
、
世
ヲ

渡
ラ
ム
事
ノ
絶
ヌ
ル
ヲ
歎
ク
。 

而
ル
ニ
、
隣
ニ
有
ル
男
ニ
此
ノ
事
ヲ
語
ル
。
「
我
レ
常
ニ
鷹
ノ
子
ヲ
取
テ
、

国
ノ
人
ニ
与
ヘ
テ
、
其
ノ
直
ヲ
得
テ
、
年
ノ
内
ノ
貯
ヘ
ト
シ
テ
年
来
ヲ
経
ツ

ル
ニ
、
今
年
既
ニ
鷹
ノ
樔
ヲ
然
々
ノ
所
ニ
生
タ
ル
ニ
依
テ
、
鷹
ノ
子
ヲ
取
ル

術
絶
ヌ
」
ト
歎
ク
ニ
、
隣
ノ
男
ノ
云
ク
、「
隣
ノ
男
ノ
云
ク
、「
人
ノ
構
ヘ
バ
、

自
然
ラ
取
リ
得
ル
事
モ
有
ナ
ム
」
ト
云
テ
、
彼
ノ
樔
ノ
所
ニ
二
人
相
ヒ
具
シ

テ
行
キ
ヌ
。
其
ノ
所
ヲ
見
テ
、
教
フ
ル
様
、「
巌
ノ
上
ニ
大
ナ
ル
楴
ヲ
打
立
テ
ヽ
、

其
ノ
楴
ニ
百
余
尋
ノ
縄
ヲ
結
ビ
付
テ
、
其
ノ
縄
ノ
末
ニ
大
ナ
ル
籠
ヲ
付
テ
、

其
ノ
籠
ニ
乗
テ
樔
ノ
所
ニ
下
テ
可
取
キ
也
」
ト
。 

鷹
取
ノ
男
此
レ
ヲ
聞
テ
、
喜
テ
家
ニ
返
テ
、
籠
・
縄
・
楴
ヲ
調
ヘ
儲
テ
、

二
人
相
ヒ
具
シ
テ
樔
ノ
所
ニ
行
ヌ
。
支
度
ノ
如
ク
楴
ヲ
打
立
テ
ヽ
、
縄
ヲ
付

テ
籠
ヲ
結
ビ
付
テ
、
鷹
取
其
ノ
籠
ニ
乗
テ
、
隣
ノ
男
縄
ヲ
取
テ
漸
ク
下
ス
。

遥
ニ
樔
ノ
所
ニ
至
ヌ
。
鷹
取
籠
ヨ
リ
下
テ
樔
ノ
傍
ニ
居
テ
、
先
ヅ
鷹
ノ
子
ヲ

取
テ
、
翼
ヲ
結
テ
籠
ニ
入
レ
テ
、
先
ヅ
上
ゲ
ツ
。
我
ハ
留
テ
、
亦
下
ム
度
ビ

昇
ラ
ム
ト
為
ル
間
、
隣
ノ
男
籠
ヲ
引
上
ゲ
テ
、
鷹
ノ
子
ヲ
取
テ
、
亦
籠
ヲ
不

下
シ
テ
、
鷹
取
ヲ
棄
テ
ヽ
家
ニ
返
ヌ
。
鷹
取
ガ
家
ニ
行
テ
、
妻
子
ニ
語
テ
云

ク
、「
汝
ガ
夫
ハ
、
籠
ニ
乗
セ
テ
然
々
カ
下
シ
ツ
ル
程
ニ
、
縄
切
レ
テ
海
ノ
中

ニ
落
テ
死
ヌ
」
ト
。
妻
子
此
レ
ヲ
聞
テ
、
泣
キ
悲
ム
事
無
限
シ
。 

鷹
取
ハ
樔
ノ
傍
ニ
居
テ
、
籠
ヲ
待
テ
昇
ラ
ム
ト
シ
テ
、
今
ヤ
下
ス
下
ス
ト

待
ニ
、
籠
ヲ
不
下
シ
テ
日
来
ヲ
経
ヌ
。
狭
シ
テ
少
シ
窪
メ
ル
巌
ニ
居
テ
、
塵

許
モ
身
ヲ
動
サ
バ
、
遥
ニ
海
ニ
落
入
ナ
ム
ト
ス
。
然
レ
バ
、
只
死
ナ
ム
事
ヲ

待
テ
有
ル
ニ
、
年
来
此
ク
罪
ヲ
造
ル
ト
云
ヘ
ド
モ
、
毎
月
十
八
日
精
進
ニ
シ

テ
、
観
音
品
ヲ
読
奉
ケ
リ
。
爰
ニ
思
ハ
ク
、
「
我
レ
年
来
飛
ビ
翔
ケ
ル
鷹
ノ

子
ヲ
取
テ
、
足
ニ
緒
ヲ
付
テ
繋
テ
居
ヘ
テ
不
放
ズ
シ
テ
、
鳥
ヲ
令
捕
ム
。
此

ノ
罪
ニ
依
テ
、
現
報
ヲ
得
テ
、
忽
ニ
死
ナ
ム
ト
ス
。
願
ク
ハ
大
悲
観
音
、
年

来
持
奉
ル
ニ
依
テ
、
此
ノ
世
ハ
今
ハ
此
ク
テ
止
ミ
ヌ
、
後
生
ニ
三
途
ニ
不
堕

ズ
シ
テ
、
必
ズ
浄
土
ニ
迎
ヘ
給
へ
」
ト
念
ズ
ル
程
ニ
、
大
ナ
ル
毒
蛇
、
目
ハ

鋺
ノ
如
ク
ニ
シ
テ
、
舌
嘗
ヲ
シ
テ
、
大
海
ヨ
リ
出
デ
、
巌
ノ
喬
ヨ
リ
昇
リ
来

テ
、
鷹
取
ヲ
呑
マ
ム
ト
ス
。
（
後
略
） 

・
『
宇
治
』
上
・
八
七 

観
音
経
化
レ

蛇
輔
レ

人
給
事
（

7
） 

今
は
昔
、
鷹
を
役
に
て
過
る
物
有
け
り
。
鷹
の
放
れ
た
る
を
と
ら
ん
と
て
、

飛
に
し
た
が
ひ
て
行
け
る
程
に
、
は
る
か
な
る
山
の
奥
の
谷
の
片
岸
に
、
高

き
木
の
あ
る
に
、
鷹
の
巣
く
ひ
た
る
を
見
付
て
、
い
み
じ
き
事
見
置
き
た
る

と
、
う
れ
し
く
思
て
、
帰
て
の
ち
、
い
ま
は
よ
き
程
に
成
ぬ
ら
ん
と
お
ぼ
ゆ

る
程
に
、
子
を
お
ろ
さ
ん
と
て
、
又
、
行
て
見
る
に
、
え
も
い
は
ぬ
深
山
の

深
き
谷
の
、
そ
こ
ゐ
も
知
ら
ぬ
う
へ
に
、
い
み
じ
く
高
き
榎
の
木
の
、
枝
は

谷
に
さ
し
お
ほ
ひ
た
る
が
上
に
、
巣
を
食
て
子
を
う
み
た
り
。 

鷹
、
巣
の
め
ぐ
り
に
し
あ
り
く
。
見
る
に
、
え
も
い
は
ず
め
で
た
き
鷹
に

て
あ
れ
ば
、
子
も
よ
か
る
ら
ん
と
思
て
、
よ
ろ
づ
も
知
ら
ず
の
ぼ
る
に
、
や

う
〳
〵
、
い
ま
巣
の
も
と
に
の
ぼ
ら
ん
と
す
る
程
に
、
踏
ま
へ
た
る
枝
折
れ

て
、
谷
に
落
ち
入
ぬ
。
谷
の
片
岸
に
さ
し
出
で
た
る
木
の
枝
に
落
か
ヽ
り
て
、



7 

そ
の
木
の
枝
を
と
ら
へ
て
あ
り
け
れ
ば
、
生
た
る
心
地
も
せ
ず
。
す
べ
き
方

な
し
。
見
お
ろ
せ
ば
、
そ
こ
ゐ
も
知
ら
ず
、
深
き
谷
也
。
見
あ
ぐ
れ
ば
、
は

る
か
に
高
き
岸
な
り
。
か
き
の
ぼ
る
べ
き
方
も
な
し
。 

 

従
者
ど
も
は
、
谷
に
落
入
ぬ
れ
ば
、
う
た
が
ひ
な
く
死
ぬ
な
ら
ん
と
思
ふ
。

さ
る
に
て
も
、
い
か
ゞ
あ
る
と
見
ん
と
思
て
、
岸
の
端
へ
寄
り
て
、
わ
り
な

く
爪
立
て
て
、
お
そ
ろ
し
け
れ
ど
、
わ
づ
か
に
見
お
ろ
せ
ば
、
そ
こ
ゐ
も
知

ら
ぬ
谷
の
底
に
、
木
の
葉
し
げ
く
へ
だ
て
た
る
下
な
れ
ば
、
さ
ら
に
見
ゆ
べ

き
や
う
も
な
し
。
目
く
る
め
き
、
か
な
し
け
れ
ば
、
し
ば
し
も
え
見
ず
。
す

べ
き
方
も
な
け
れ
ば
、
さ
り
と
て
あ
る
べ
き
な
ら
ね
ば
、
み
な
家
に
帰
り
て
、

か
う
〳
〵
と
い
へ
ば
、
妻
子
ど
も
泣
ま
ど
へ
ど
も
か
ひ
な
し
。
あ
は
ぬ
ま
で

も
見
に
ゆ
か
ま
ほ
し
け
れ
ど
、「
さ
ら
に
道
も
お
ぼ
え
ず
。
又
、
お
は
し
た
り

と
も
、
そ
こ
ゐ
も
知
ら
ぬ
谷
の
底
に
て
、
さ
ば
か
り
の
ぞ
き
、
よ
ろ
づ
に
見

し
か
ど
も
、
見
え
給
は
ざ
り
き
」
と
い
へ
ば
、
「
ま
こ
と
に
さ
ぞ
あ
る
ら
ん
」

と
人
ヽ
も
い
へ
ば
、
行
か
ず
な
り
ぬ
。 

さ
て
、
谷
に
は
、
す
べ
き
方
な
く
、
石
の
そ
ば
の
、
折
敷
の
ひ
ろ
さ
に
て

さ
し
出
た
る
か
た
そ
ば
に
尻
を
か
け
て
、
木
の
枝
を
と
ら
へ
て
、
す
こ
し
も

身
じ
ろ
ぐ
べ
き
か
た
な
し
。
い
さ
ゝ
か
も
は
た
ら
か
ば
、
谷
に
落
入
ぬ
べ
し
。

い
か
に
も
〳
〵
せ
ん
方
な
し
。
か
く
鷹
飼
を
役
に
て
世
を
す
ぐ
せ
ど
、
お
さ

な
く
よ
り
観
音
経
を
読
奉
り
、
た
も
ち
奉
り
た
り
け
れ
ば
、
「
助
給
へ
」
と

思
入
て
、
ひ
と
へ
に
憑
奉
り
て
、
此
経
を
夜
昼
、
い
く
ら
と
も
な
く
読
み
奉

る
。
（
後
略
） 

・
『
古
本
』
下
・
六
四 

観
音
経
変
二

化
蛇
身
一

輔
二

鷹
生
一

事
（

8
） 

今
は
昔
、
鷹
を
役
に
て
過
ぐ
る
物
あ
り
け
り
。
鷹
の
放
れ
た
る
を
取
ら
ん

と
て
、
飛
ぶ
に
従
ひ
て
行
き
け
る
程
に
、
遥
か
に
往
に
け
り
。
鷹
を
取
ら
ん

と
て
見
れ
ば
、
遥
か
な
る
奥
山
の
、
谷
の
片
岸
に
、
高
き
木
に
、
鷹
の
巣
食

ひ
た
る
を
見
置
き
て
、
「
い
み
じ
き
こ
と
見
置
き
た
る
」
と
思
ひ
て
、
「
今
は

よ
き
程
に
な
り
ぬ
ら
ん
」
と
思
ふ
程
に
、
こ
の
鷹
の
子
下
し
に
往
に
け
り
。

え
も
い
は
ぬ
奥
山
の
、
深
き
谷
、
底
ゐ
も
知
ら
ぬ
に
、
谷
の
上
に
、
い
み
じ

く
高
き
榎
の
木
の
、
枝
は
谷
に
さ
し
お
ほ
を
り
た
る
が
上
に
巣
を
食
ひ
て
、

子
を
生
み
た
り
。 

こ
の
子
を
生
み
た
る
が
、
こ
の
巣
の
め
ぐ
り
に
し
歩
く
。
見
る
に
、
え
も

い
は
ず
め
で
た
き
鷹
に
て
あ
れ
ば
、「
子
も
よ
か
る
ら
ん
」
と
思
ひ
て
、
よ
ろ

づ
も
知
ら
ず
登
る
。
や
う
〳
〵
か
き
登
り
て
、
今
、
巣
の
も
と
に
登
ら
ん
と

す
る
程
に
、
踏
ま
へ
た
る
枝
折
れ
て
、
谷
に
落
ち
入
り
ぬ
。
谷
の
底
に
、
高

き
木
の
あ
り
た
る
枝
に
落
ち
か
ゝ
り
て
、
そ
の
木
の
枝
を
と
ら
へ
て
あ
り
け

れ
ば
、
生
き
た
る
心
地
も
せ
ず
。
我
に
も
あ
ら
ず
、
す
べ
き
方
も
な
し
。
見

下
せ
ば
、
底
ゐ
も
知
ら
ず
深
き
谷
な
り
。
見
上
ぐ
れ
ば
、
遥
か
に
高
き
木
也
。

か
き
登
る
べ
き
方
も
な
し
。 

 

供
に
あ
る
従
者
ど
も
は
、
谷
に
落
ち
入
り
ぬ
れ
ば
、
「
疑
ひ
な
く
死
ぬ
る
」

と
思
ふ
。「
さ
る
に
て
も
、
い
か
ゞ
あ
る
と
見
む
」
と
思
ひ
て
、
岸
の
も
と
に

寄
り
て
、
わ
り
な
く
爪
立
て
て
、
恐
ろ
し
け
れ
ば
、
わ
づ
か
に
見
入
る
れ
ど
、

底
ゐ
も
知
ら
ぬ
谷
の
底
に
、
木
の
葉
繁
き
下
枝
に
あ
れ
ば
、
さ
ら
に
見
ゆ
べ

き
や
う
も
な
し
。
目
く
る
め
く
心
地
す
れ
ば
、
し
ば
し
も
え
見
ず
。
す
べ
き

方
も
な
け
れ
ば
、
さ
り
と
て
あ
る
べ
き
な
ら
ね
ば
、
家
に
行
き
て
、
か
う
〳
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〵
と
言
へ
ば
、
妻
子
ど
も
泣
き
惑
へ
ど
も
、
か
ひ
も
な
し
。
会
は
ぬ
ま
で
も
、

見
に
行
か
ま
ほ
し
け
れ
ど
、
「
さ
ら
に
道
も
お
ぼ
え
ず
。
又
を
は
し
た
り
と
、

底
ゐ
も
知
ら
ぬ
谷
の
底
に
て
、
さ
ば
か
り
の
ぞ
き
、
よ
ろ
づ
は
見
し
か
ど
も
、

見
え
給
は
ざ
り
き
」
と
言
へ
ば
、「
ま
こ
と
に
さ
ぞ
あ
る
ら
ん
」
と
人
〴
〵
も

い
へ
ば
、
え
行
か
ず
。 

あ
の
谷
に
は
、
す
べ
き
方
も
な
く
、
石
の
稜
の
、
折
敷
の
広
さ
に
て
さ
し

出
で
た
る
片
稜
に
、
尻
を
掛
け
て
、
木
の
枝
を
捉
へ
て
、
少
し
も
み
じ
ろ
ぐ

べ
き
方
も
な
し
。
い
さ
ゝ
か
も
は
た
ら
か
ば
、
谷
に
落
ち
入
り
ぬ
べ
し
。
い

か
に
も
〳
〵
す
べ
き
方
も
な
し
。
か
く
て
ぞ
、
鷹
飼
ふ
を
役
に
て
世
を
過
ご

せ
ど
、
幼
く
よ
り
観
音
経
を
読
み
た
て
ま
つ
り
、
た
も
ち
た
て
ま
り
た
り
け

れ
ば
、
「
助
け
給
へ
」
と
思
ひ
入
り
て
、
ひ
と
へ
に
頼
み
た
て
ま
つ
り
て
、

こ
の
経
を
夜
昼
い
く
ら
と
も
な
く
読
み
た
て
ま
つ
る
。
（
後
略
） 

 

Ａ
系
統
の
『
験
記
』
、
『
今
昔
』
と
Ｂ
系
統
の
『
宇
治
』
、
『
古
本
』
の
間
で

比
較
す
る
と
、
男
が
鷹
の
巣
を
探
し
て
い
た
時
期
の
違
い
、
男
が
見
つ
け
た

鷹
の
巣
の
場
所
の
違
い
、
男
が
巣
か
ら
鷹
の
子
を
下
ろ
す
方
法
の
違
い
、
な

ど
の
男
た
ち
の
行
動
上
の
違
い
が
あ
る
こ
と
に
注
目
で
き
る
。 

 

一
つ
目
は
、
男
が
鷹
の
巣
を
探
し
て
い
た
時
期
の
違
い
で
あ
る
。 

 

『
験
記
』
や
『
今
昔
』
で
は
、
鷹
取
の
男
は
、
い
つ
も
の
巣
か
ら
鷹
が
い

な
く
な
っ
た
こ
と
に
気
づ
き
、
山
々
峰
々
を
歩
き
回
り
、
そ
の
鷹
の
新
し
い

巣
を
探
し
て
見
つ
け
て
い
る
が
、
鷹
が
い
な
く
な
っ
た
と
気
づ
い
た
時
期
か

ら
同
じ
鷹
の
新
し
い
巣
を
見
つ
け
た
時
期
ま
で
は
、
そ
れ
ほ
ど
間
を
置
い
て

い
な
い
よ
う
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
鷹
を
取
る
の
に
適
し
た
季
節
で
あ
っ
た
。 

 

『
宇
治
』
に
は
男
が
「
鷹
の
放
れ
た
る
を
と
ら
ん
と
て
、
鷹
の
飛
に
し
た

が
ひ
て
行
け
る
程
に
」
と
あ
る
よ
う
に
、『
宇
治
』
や
『
古
本
』
で
は
、
男
は

放
鷹
で
用
い
た
鷹
が
逃
げ
て
し
ま
い
、
そ
の
鷹
を
探
し
て
い
る
と
き
に
、
別

の
鷹
の
巣
を
偶
然
見
つ
け
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
男
が
巣
を
見
つ
け
た
と

き
に
近
づ
か
ず
、
鷹
の
子
を
取
ら
な
か
っ
た
の
は
、
巣
の
中
に
鷹
の
子
が
い

な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
男
が
鷹
を
放
鷹
に
用
い
た
時
期

は
、
鷹
の
繁
殖
期
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
そ
の
後
、「
い
ま
は
よ
き
程
に

成
ぬ
ら
ん
」
と
思
え
る
時
期
、
す
な
わ
ち
鷹
の
繁
殖
期
を
待
っ
て
か
ら
、
巣

へ
近
づ
い
た
と
い
う
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
（

9
）
。 

 

二
つ
目
は
、
男
が
見
つ
け
た
鷹
の
巣
の
場
所
の
違
い
で
あ
る
。 

 

『
験
記
』
で
は
、
雌
の
鷹
が
例
年
営
ん
で
い
た
巣
の
場
所
の
特
徴
は
全
く

書
か
れ
て
い
な
い
の
に
、
雌
の
鷹
が
「
思
念
」
し
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
雌

の
鷹
が
頭
の
中
で
考
え
た
こ
と
ま
で
想
像
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
雌
の
鷹
は

鷹
の
子
を
鷹
取
の
男
に
よ
っ
て
取
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
人
の
寄
り
付
か
な
い

峻
険
な
場
所
を
探
し
て
新
し
い
巣
を
作
っ
た
、
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

峻
険
な
場
所
と
は
、
大
海
の
そ
ば
の
断
崖
の
中
央
の
凹
ん
だ
と
こ
ろ
で
あ
っ

た
。
『
今
昔
』
は
『
験
記
』
と
少
し
異
な
っ
て
お
り
、
「
母
鷹
」
が
新
た
に
巣

を
作
っ
た
場
所
は
大
海
の
荒
磯
に
の
ぞ
む
崖
で
あ
る
が
、
崖
の
下
方
で
生
え

た
木
か
ら
海
へ
懸
か
る
よ
う
に
伸
び
た
枝
に
巣
を
作
っ
た
と
い
う
。 

『
宇
治
』
、
『
古
本
』
で
は
『
今
昔
』
の
木
を
踏
襲
し
て
い
る
が
、
木
の
生

え
て
い
た
場
所
が
異
な
っ
て
い
る
。『
宇
治
』
で
は
、「
鷹
を
役
に
て
過
る
物
」

が
山
奥
の
深
い
谷
の
岸
に
生
え
た
榎
の
木
に
鷹
の
巣
を
見
つ
け
た
。
鷹
の
巣
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の
場
所
は
、
榎
の
木
か
ら
谷
へ
懸
か
る
よ
う
に
伸
び
た
枝
に
あ
っ
た
。『
古
本
』

も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。『
今
昔
』
で
は
鷹
の
巣
の
あ
っ
た
木
の
種
類
が
書
か
れ

て
い
な
い
が
、『
宇
治
』
と
『
古
本
』
で
は
榎
の
木
と
特
定
し
て
い
る
。
榎
の

木
と
特
定
し
た
理
由
は
定
か
で
は
な
い
が
、
崖
の
上
で
も
生
え
る
木
の
種
類

と
し
て
選
ば
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。 

 

三
つ
目
は
、
男
が
巣
か
ら
鷹
の
子
を
下
ろ
す
方
法
の
違
い
で
あ
る
。 

 

『
験
記
』
で
は
、
男
は
い
つ
も
一
人
で
鷹
の
巣
を
探
し
て
鷹
の
子
を
取
っ

て
い
た
よ
う
だ
が
、
新
た
な
巣
の
あ
る
崖
の
中
央
の
く
ぼ
み
辺
り
へ
下
り
る

こ
と
は
、
彼
一
人
で
は
難
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
男
は
隣
家
の
男
の
助
言
と

協
力
を
得
て
、

や
縄
な
ど
を
用
い
て
工
夫
し
、
二
人
が
か
り
で
協
力
し
て

鷹
の
子
を
取
ろ
う
と
し
た
。『
今
昔
』
で
も
同
様
で
あ
る
。
鷹
取
の
男
は
通
常

な
ら
一
人
で
鷹
の
子
を
取
っ
て
い
た
の
で
、
生
命
の
危
機
に
陥
る
こ
と
も
滅

多
に
な
か
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
新
た
な
巣
が
峻
険
な
場
所
に
見
つ
か
っ

た
と
い
う
事
態
を
受
け
、
鷹
取
の
男
が
隣
家
の
男
と
二
人
が
か
り
で
鷹
の
子

を
取
る
こ
と
が
で
き
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
一
人
で
崖
の
中
央
に
置
き
去
り
に

さ
れ
て
し
ま
う
、
と
い
う
特
殊
な
状
況
を
作
り
出
し
て
い
る
。
鷹
取
の
男
の

普
段
の
仕
事
ぶ
り
を
想
定
し
た
う
え
で
考
え
る
と
、『
験
記
』
、『
今
昔
』
で
「
隣

人
型
」
の
モ
チ
ー
フ
を
採
用
し
た
理
由
は
首
肯
し
得
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

『
宇
治
』
や
『
古
本
』
で
は
、
男
は
山
奥
の
谷
で
見
つ
け
た
鷹
の
子
を
取

る
た
め
に
、
「
従
者
ど
も
」
を
引
き
連
れ
て
向
か
っ
た
が
、
「
従
者
ど
も
」
に

命
じ
て
鷹
の
子
を
取
ら
せ
た
の
で
は
な
く
、
自
ら
谷
の
岸
に
生
え
た
榎
の
木

に
登
っ
て
巣
へ
近
づ
こ
う
と
し
た
。
男
は
木
の
枝
に
足
を
か
け
た
時
に
枝
が

折
れ
て
し
ま
い
、
谷
底
へ
向
け
て
転
落
し
た
と
い
う
。
男
が
万
全
の
態
勢
を

整
え
て
鷹
の
子
を
取
ろ
う
と
し
た
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
男
が
谷
底
へ

転
落
し
て
、
そ
の
姿
が
見
え
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
谷
の
岸
に
取
り

残
さ
れ
た
「
従
者
ど
も
」
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
て
い
る
。 

三
つ
の
観
点
か
ら
Ａ
系
統
の
『
験
記
』
、
『
今
昔
』
の
陸
奥
国
の
鷹
取
の
男

と
Ｂ
系
統
の
『
古
本
』
、
『
宇
治
』
の
鷹
を
役
に
て
過
ご
す
男
と
の
行
動
上
の

違
い
を
指
摘
し
た
が
、
そ
れ
ら
の
違
い
は
、
男
た
ち
の
生
業
・
生
活
に
対
す

る
設
定
の
変
更
と
表
現
上
の
工
夫
に
関
連
し
て
い
た
。 

Ａ
系
統
の
『
験
記
』
、
『
今
昔
』
に
み
え
る
鷹
取
の
男
の
仕
事
と
は
、
山
々

峰
々
に
分
け
入
っ
て
鷹
の
巣
を
探
し
回
り
、
巣
を
見
つ
け
る
と
、
そ
の
場
所

を
把
握
し
て
お
く
こ
と
、
そ
し
て
、
巣
の
中
で
卵
か
ら
雛
が
孵
る
頃
合
い
に
、

巣
か
ら
雛
を
取
っ
て
下
ろ
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
男
が
巣
か
ら
雛
を
取
る
と
き

の
作
業
の
様
子
も
わ
か
る
。『
験
記
』
で
は
、
男
が
巣
か
ら
鷹
の
子
を
取
り
出

す
と
き
に
、
羽
を
結
わ
え
た
う
え
で
鷹
の
子
を
裹
ん
で
か
ら
、
籠
に
入
れ
た

と
い
う
。
裹
む
と
き
に
用
い
た
も
の
は
不
明
で
あ
る
。
鷹
の
子
が
籠
の
中
で

羽
ば
た
い
て
暴
れ
る
と
怪
我
を
す
る
た
め
、
鷹
の
子
の
怪
我
を
防
ぐ
配
慮
で

あ
ろ
う
。
鷹
取
の
男
は
、
基
本
的
に
一
人
で
活
動
し
て
お
り
、
危
険
な
場
所

へ
近
づ
か
な
い
慎
重
な
人
物
で
あ
る
こ
と
も
う
か
が
え
た
（

10
）
。 

Ｂ
系
統
の
『
宇
治
』
に
は
、
男
の
説
明
と
し
て
「
鷹
を
役
に
て
過
る
物
」

と
あ
り
、
『
古
本
』
に
も
「
鷹
を
役
に
て
過
ぐ
る
物
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
鷹

取
」
と
明
記
し
て
い
な
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。『
宇
治
』
、『
古
本
』
の
注
釈

書
で
は
、
こ
の
男
の
仕
事
に
つ
い
て
、
Ａ
系
統
の
『
験
記
』
、
『
今
昔
』
の
鷹
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取
の
男
と
同
様
に
、
鷹
の
子
を
取
っ
て
売
る
こ
と
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
て
き

た
。
し
か
し
、
Ｂ
系
統
の
『
宇
治
』
や
『
古
本
』
で
は
、
男
が
放
鷹
に
鷹
を

用
い
て
い
た
と
き
、
鷹
が
逃
げ
て
し
ま
い
、
逃
げ
た
鷹
を
追
っ
て
山
奥
に
分

け
入
り
、
偶
然
に
谷
の
岸
の
木
に
別
の
鷹
の
巣
を
見
つ
け
た
と
い
う
。
男
は

繁
殖
期
を
待
っ
て
か
ら
、「
従
者
ど
も
」
を
引
き
連
れ
て
巣
の
場
所
へ
向
か
っ

た
が
、
自
ら
鷹
の
子
を
取
ろ
う
と
し
て
木
に
登
る
と
、
運
悪
く
枝
が
折
れ
て

谷
底
へ
転
落
し
て
し
ま
っ
た
。『
宇
治
』
の
「
鷹
を
役
に
て
過
る
物
」
、『
古
本
』

の
「
鷹
を
役
に
て
過
ぐ
る
物
」
は
鷹
を
飼
育
調
教
し
て
放
鷹
を
行
な
っ
て
い

た
が
、
や
は
り
日
常
的
に
鷹
の
捕
獲
、
す
な
わ
ち
「
鷹
取
」
を
仕
事
と
し
て

い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

三 

鷹
取
の
男
と
「
鷹
飼
」
・
「
鷹
生
」
の
男 

  

次
に
Ａ
系
統
の
鷹
取
の
男
と
Ｂ
系
統
の
鷹
を
役
に
て
過
ご
す
男
の
生
業
・

生
活
に
関
す
る
説
明
箇
所
を
も
う
少
し
詳
し
く
比
較
し
た
い
と
思
う
。 

 

Ａ
系
統
の
『
験
記
』
の
冒
頭
で
は
、「
陸
奥
国
有
一
人
、
姓
名
未
詳
、
田
猟

漁
捕
、
取
鷹
為
業
、
常
取
上
鷹
、
為
活
生
謀
」
と
あ
り
、
ま
た
、
後
半
で
「
我

常
取
鷹
、
献
上
国
家
、
以
其
価
直
宛
年
々
貯
、
今
年
既
絶
取
鷹
方
術
矣
」
と

あ
る
よ
う
に
、
鷹
取
の
男
は
、「
田
猟
漁
捕
、
取
鷹
為
業
」
を
生
業
と
し
て
お

り
、
し
か
も
特
に
「
取
鷹
」
（
鷹
を
取
る
）
の
仕
事
に
関
し
て
は
、
「
常
取
上

鷹
」
（
常
に
上
鷹
を
取
る
）
の
成
果
を
上
げ
て
「
為
活
生
謀
」
（
活
生
の
謀
と

為
す
）
と
し
て
い
た
と
い
う
。
鷹
取
の
男
は
具
体
的
に
「
我
常
取
鷹
、
献
上

国
家
、
以
其
価
直
宛
年
々
貯
」
と
述
懐
し
て
い
る
。
山
間
部
に
お
け
る
「
田

猟
漁
捕
」（
狩
猟
・
漁
撈
）
の
み
の
生
活
で
あ
れ
ば
、
基
本
的
に
貧
し
か
っ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
が
、「
取
鷹
」
の
仕
事
は
常
に
「
上
鷹
」
を
「
国
家
」
へ
献

上
し
て
得
た
「
価
直
」
を
毎
年
の
貯
え
に
宛
て
て
自
分
の
生
活
を
助
け
て
い

た
と
い
う
。
鷹
取
の
男
は
「
国
家
」
に
と
っ
て
必
要
と
さ
れ
た
「
上
鷹
」
を

探
し
出
す
よ
う
な
鷹
の
目
利
き
で
あ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。 

 

同
じ
Ａ
系
統
の
『
今
昔
』
で
は
、「
今
昔
、
陸
奥
国
ニ
住
ケ
ル
男
、
年
来
鷹

ノ
子
ヲ
下
シ
テ
、
要
ニ
ス
ル
人
ニ
与
ヘ
テ
、
其
ノ
直
ヲ
得
テ
世
ヲ
渡
リ
ケ
リ
。
」

と
あ
り
、
鷹
の
子
を
巣
か
ら
下
し
て
売
る
仕
事
は
変
わ
ら
な
い
が
、「
要
ニ
ス

ル
人
ニ
与
ヘ
テ
、
其
ノ
直
ヲ
得
テ
」
い
た
と
あ
る
よ
う
に
、
鷹
を
必
要
と
す

る
「
人
」
へ
売
っ
て
い
た
と
い
う
。「
要
ニ
ス
ル
人
」
は
説
話
の
後
半
部
分
で

「
国
ノ
人
」
と
も
書
か
れ
て
い
る
。『
今
昔
』
の
男
が
鷹
の
子
を
売
っ
て
「
直
」

（
価
直
）
を
得
て
い
た
の
は
、
『
験
記
』
の
鷹
取
の
男
と
同
じ
で
あ
る
の
に
、

鷹
の
子
を
売
る
取
引
先
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
は
、
前
述
の
通
り
で
あ
る
。 

ま
た
、『
験
記
』
で
は
鷹
取
の
男
の
生
業
が
あ
く
ま
で
「
田
猟
漁
捕
」
を
軸

と
し
つ
つ
、「
取
鷹
」
を
も
う
一
つ
の
軸
と
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、『
今
昔
』

で
は
鷹
を
取
っ
て
「
要
ニ
ス
ル
人
」
、「
国
ノ
人
」
へ
売
る
こ
と
が
「
世
ヲ
渡
」

る
手
段
、
す
な
わ
ち
専
業
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
な
お
、

崖
の
途
中
に
取
り
残
さ
れ
た
男
が
、「
我
レ
年
来
飛
ビ
翔
ケ
ル
鷹
ノ
子
ヲ
取
テ
、

足
ニ
緒
ヲ
付
テ
繋
テ
居
ヘ
テ
不
放
ズ
シ
テ
、
鳥
ヲ
令
捕
ム
。
此
ノ
罪
ニ
依
テ
、

現
報
ヲ
得
テ
、
忽
ニ
死
ナ
ム
ト
ス
。
」
と
悔
や
ん
で
、
観
音
菩
薩
に
祈
っ
て
い

る
が
、
男
は
自
分
の
仕
事
を
振
り
返
り
、
鷹
の
子
の
足
に
絆
を
付
け
て
繋
ぎ
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据
え
て
お
り
、
鷹
の
子
を
育
て
て
鳥
を
取
ら
せ
て
い
た
と
い
う
。 

『
験
記
』
の
鷹
取
の
男
の
「
田
猟
漁
捕
、
取
鷹
為
業
」
と
異
な
っ
て
、『
今

昔
』
で
は
、
説
話
の
最
初
に
男
が
狩
猟
・
漁
撈
を
行
な
っ
て
い
た
こ
と
は
書

か
れ
ず
、
説
話
の
後
半
部
分
で
男
自
身
が
鷹
の
子
を
育
て
て
放
鷹
に
用
い
、

鳥
を
取
ら
せ
て
い
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
狩
猟
し
て
い
た
こ
と
を
述
懐
し
て
お

り
、
鷹
を
飼
育
調
教
し
て
か
ら
売
っ
て
い
た
と
い
う
設
定
に
な
っ
て
い
る
。

男
が
鷹
の
子
を
育
て
て
鳥
を
取
ら
せ
て
い
た
と
い
う
述
懐
を
書
く
こ
と
で
、

狩
猟
中
心
に
生
活
し
て
い
た
こ
と
を
読
み
取
ら
せ
る
の
で
あ
ろ
う
。 

『
験
記
』
で
は
、
鷹
取
の
男
が
鷹
の
子
を
取
っ
て
「
国
家
」
へ
献
上
し
て

い
る
の
に
対
し
て
、『
今
昔
』
で
は
、
鷹
取
の
男
が
鷹
の
子
を
育
て
て
鳥
を
捕

ら
え
る
ま
で
飼
育
調
教
し
て
か
ら
「
要
ニ
ス
ル
人
」
、
「
国
ノ
人
」
へ
売
っ
て

い
た
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
確
認
で
き
た
。
鷹
の
子
の
扱
い
が
少

し
異
な
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、『
験
記
』
や
『
今
昔
』
の
ど

ち
ら
も
、
鷹
取
の
男
が
鷹
の
子
を
取
っ
て
取
引
先
へ
売
る
こ
と
に
主
眼
が
置

か
れ
て
い
た
こ
と
に
留
意
し
て
お
き
た
い
。 

Ｂ
系
統
の
『
宇
治
』
と
『
古
本
』
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。『
宇
治
』
の
冒
頭

に
「
今
は
昔
、
鷹
を
役
に
て
過
る
物
有
け
り
。
」
と
あ
り
、
彼
自
ら
「
か
く
鷹

飼
を
役
に
て
世
を
す
ぐ
せ
ど
」
云
々
と
語
っ
て
い
る
。『
古
本
』
で
は
冒
頭
に

「
今
は
昔
、
鷹
を
役
に
て
過
ぐ
る
物
あ
り
け
り
。
」
と
あ
り
、
彼
自
ら
「
か
く

て
ぞ
、
鷹
飼
ふ
を
役
に
て
世
を
過
ご
せ
ど
」
云
々
と
語
っ
て
い
る
。
『
宇
治
』

と
『
古
本
』
で
は
ほ
ぼ
同
じ
表
現
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
さ
さ
い
な
違
い

で
は
あ
る
が
、『
古
本
』
で
は
、
男
が
「
鷹
飼
ふ
を
役
に
て
」
と
述
懐
し
た
の

に
対
し
て
、『
宇
治
』
で
は
、「
鷹
飼
を
役
に
て
」
と
あ
っ
て
、「
ふ
」
の
文
字

を
省
く
こ
と
で
「
鷹
飼
」
が
役
職
名
で
あ
る
か
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
単
に
『
宇
治
』
の
写
本
の
書
写
の
段
階
で
「
ふ
」
の
文
字
が
脱
漏
し

た
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。『
古
本
』
の
「
鷹
飼
ふ
を
役
に
て
」
と
『
宇
治
』

の
「
鷹
飼
を
役
に
て
」
と
い
う
相
違
は
、『
宇
治
』
や
『
古
本
』
の
当
該
説
話

の
題
の
違
い
と
関
連
し
て
い
る
。『
宇
治
』
や
『
古
本
』
の
当
該
説
話
の
題
を

く
ら
べ
て
み
る
と
、
『
宇
治
』
は
「
観
音
経
化
レ

蛇
輔
レ

人
給
事
」
、
『
古
本
』

は
「
観
音
経
変
二

化
蛇
身
一

輔
二

鷹
生
一

事
」
と
な
っ
て
い
て
、
や
は
り
違
い

が
あ
る
。『
宇
治
』
の
題
の
「
人
」
は
本
文
中
の
「
鷹
飼
を
役
に
て
」
と
対
応

し
、『
古
本
』
の
題
の
「
鷹
生
」
は
本
文
中
の
「
鷹
飼
ふ
を
役
に
て
」
と
対
応

し
て
い
る
。
こ
の
男
が
何
者
で
あ
る
か
と
い
う
説
明
を
、
本
文
中
で
「
鷹
飼
」

と
示
し
た
『
宇
治
』
と
、
題
の
中
で
「
鷹
生
」
と
示
し
た
『
古
本
』
と
の
違

い
で
あ
る
。「
鷹
生
」
と
は
、
文
脈
か
ら
み
る
限
り
「
鷹
飼
」
と
同
義
で
あ
ろ

う
（

11
）
。 

『
宇
治
』
や
『
古
本
』
で
は
、
鷹
を
役
に
て
過
ご
す
者
で
あ
る
と
か
、「
鷹

飼
」
ま
た
は
「
鷹
飼
ふ
」
を
役
に
て
過
ご
す
者
で
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
鷹

の
子
を
取
る
こ
と
よ
り
も
、
鷹
を
飼
っ
て
放
鷹
し
て
い
た
こ
と
に
主
眼
が
置

か
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、『
宇
治
』
冒
頭
の
「
今
は
昔
、
鷹

を
役
に
て
過
る
物
有
け
り
。
」
に
続
い
て
、「
鷹
の
放
れ
た
る
を
と
ら
ん
と
て
、

飛
に
し
た
が
ひ
て
行
け
る
程
に
」
云
々
の
箇
所
で
示
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
箇
所
は
、
鷹
を
役
に
て
過
ご
す
男
が
山
奥
の
谷
の
岸
の
木
の
上
に
鷹

の
巣
を
見
つ
け
る
以
前
の
状
況
を
説
明
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。『
宇
治
』
、『
古
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本
』
の
注
釈
書
で
は
、『
験
記
』
や
『
今
昔
』
を
念
頭
に
想
像
し
て
お
り
、
鷹

が
巣
か
ら
離
れ
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
男
は
鷹
が
飛
ぶ
に
し
た
が
っ
て

追
い
か
け
た
と
解
釈
す
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
前
述
の
よ
う
に
、

男
が
放
鷹
を
行
な
っ
て
い
た
時
の
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
そ
の
状
況
と
は
、
男
が
放
鷹
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
鷹
が
手
元
に

戻
ら
ず
、
逃
げ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
そ
の
鷹
が
飛
ん
で
い
く
の
を
見
な
が
ら

追
い
か
け
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。 

男
が
放
鷹
の
際
に
逃
げ
ら
れ
た
鷹
を
追
い
か
け
た
と
考
え
る
、
も
う
一
つ

の
重
要
な
こ
と
が
あ
る
。
男
が
放
鷹
の
際
に
逃
げ
ら
れ
た
鷹
と
、
山
奥
の
谷

で
偶
然
見
つ
け
た
巣
を
営
む
鷹
は
全
く
別
の
鷹
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。『
宇

治
』
に
「
鷹
、
巣
の
め
ぐ
り
に
し
あ
り
く
。
見
る
に
、
え
も
い
は
ず
め
で
た

き
鷹
に
て
あ
れ
ば
、
子
も
よ
か
る
ら
ん
と
思
て
、
よ
ろ
づ
も
知
ら
ず
の
ぼ
る

に
」
云
々
と
あ
る
よ
う
に
、
男
が
巣
の
あ
た
り
に
い
た
親
の
鷹
の
「
え
も
い

は
ず
め
で
た
き
」
様
子
を
見
か
け
て
、
そ
の
「
子
も
よ
か
る
ら
ん
」
と
判
断

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
男
が
偶
然
見
つ
け
た
巣
を
営
む
親
の
鷹
を
じ
っ
く
り

と
観
察
し
た
の
が
、
そ
の
時
初
め
て
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
男
が

鷹
の
子
を
取
る
こ
と
を
仕
事
と
し
て
い
て
、
逃
げ
た
鷹
を
追
い
か
け
て
新
し

い
巣
を
見
つ
け
た
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
時
に
親
の
鷹
を
初
め
て
見
た

な
ど
と
い
う
の
は
あ
り
得
な
い
わ
け
で
あ
る
。
男
が
巣
を
偶
然
見
つ
け
た
に

過
ぎ
な
い
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
彼
が
専
業
的
に
鷹
の
子
を

取
っ
て
い
た
者
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
と
思
う
。 

 

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
Ａ
系
統
の
『
験
記
』
や
『
今
昔
』
の
鷹
取
の

男
と
、
Ｂ
系
統
の
『
宇
治
』
や
『
古
本
』
の
「
鷹
飼
」
、
「
鷹
生
」
の
男
の
特

徴
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。 

 

『
験
記
』
、
『
今
昔
』
の
鷹
取
の
男
は
、
い
つ
も
彼
一
人
で
鷹
の
巣
を
探
し

て
お
り
、
鷹
の
子
を
取
っ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
鷹
取
の
男
は
新
た

な
巣
の
場
所
が
危
険
な
場
所
に
あ
る
と
知
っ
て
、
隣
家
の
男
に
嘆
い
て
お
り
、

新
し
い
巣
の
場
所
の
危
険
性
を
十
分
に
認
識
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
鷹
取

の
男
は
隣
家
の
男
に
よ
る
助
言
と
協
力
を
得
て
籠
と
縄
と
杙
を
用
い
、
巣
へ

近
づ
い
て
鷹
の
子
を
取
る
こ
と
が
で
き
た
（
た
だ
し
、
隣
家
の
男
に
鷹
の
子

を
奪
わ
れ
た
）
、
と
い
う
話
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
み
て
、
鷹
取
の

男
は
集
落
の
中
に
家
を
構
え
て
お
り
、
隣
家
の
人
間
と
日
常
的
に
交
流
し
て

い
た
、
い
わ
ば
庶
民
的
な
人
物
で
あ
る
。
鷹
取
の
男
と
隣
家
の
男
は
同
業
者

と
し
て
読
み
取
れ
る
だ
ろ
う
。 

一
方
、『
宇
治
』
、『
古
本
』
の
「
鷹
飼
」
、「
鷹
生
」
の
男
は
、
そ
の
よ
う
な

庶
民
的
な
人
物
と
し
て
書
か
れ
て
い
な
い
。
彼
は
「
従
者
ど
も
」
を
引
き
連

れ
て
、
自
分
の
元
か
ら
逃
げ
た
鷹
を
探
し
て
い
た
の
で
あ
り
、『
験
記
』
や
『
今

昔
』
の
鷹
取
の
男
よ
り
も
、
若
干
高
い
身
分
に
属
し
た
人
物
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
。
男
は
山
奥
で
偶
然
、
別
の
鷹
の
巣
を
見
つ
け
る
と
、
鷹
の

子
を
下
ろ
す
季
節
に
な
る
ま
で
待
っ
て
、
再
び
巣
の
場
所
を
訪
れ
た
が
、「
よ

ろ
づ
も
知
ら
ず
」
に
木
を
登
ろ
う
と
し
て
、
足
を
掛
け
た
枝
が
折
れ
て
し
ま

い
、
谷
底
へ
向
け
て
転
落
し
た
の
で
あ
っ
て
、
鷹
の
子
を
取
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
男
は
、『
験
記
』
、『
今
昔
』
の
鷹
取
の
男
と
比
較
し
て
無
謀
で
あ

り
、
巣
を
見
つ
け
て
か
ら
、
鷹
の
子
を
取
り
に
行
く
ま
で
十
分
な
時
間
的
余
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裕
が
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
明
ら
か
に
鷹
の
子
を
取
る
こ
と
に
慣
れ
て
い
な

か
っ
た
。
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
彼
自
身
は
鷹
の
子
を
取
っ
て
売
る
こ
と
を

生
業
と
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
別
の
人
か
ら
鷹
の
子
を
入
手
し
て
飼
育

調
教
す
る
仕
事
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
想
像
に
過
ぎ
な
い

が
、『
今
昔
』
で
い
う
鷹
取
の
男
が
鷹
の
子
を
売
る
相
手
で
あ
っ
た
鷹
を
必
要

と
し
て
い
る
人
（
「
要
ニ
ス
ル
人
」
、
「
国
ノ
人
」
）
は
、
『
宇
治
』
や
『
古
本
』

の
「
鷹
飼
」
、「
鷹
生
」
の
男
の
よ
う
な
人
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

さ
ら
に
、『
験
記
』
、『
今
昔
』
の
鷹
取
の
男
と
『
宇
治
』
、『
古
本
』
の
「
鷹

飼
」
、
「
鷹
生
」
の
男
と
の
間
で
明
確
に
異
な
る
こ
と
は
、
彼
ら
の
生
業
・
生

活
の
場
所
で
あ
る
。『
験
記
』
、『
今
昔
』
の
鷹
取
の
男
が
陸
奥
国
の
住
人
で
あ

り
、
陸
奥
国
内
と
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
『
宇
治
』
、
『
古
本
』
で
は
、
「
鷹

飼
」
、
「
鷹
生
」
の
男
の
居
住
地
、
放
鷹
の
場
所
、
鷹
を
探
し
て
い
た
場
所
の

具
体
的
な
国
名
・
地
名
が
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
「
鷹
飼
」
「
鷹
生
」
の
男
が
何

処
の
何
者
で
あ
る
か
は
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。「
鷹
飼
」
、「
鷹
生
」
の
男
が

鷹
の
巣
を
見
つ
け
た
場
所
は
、
は
る
か
な
る
山
奥
の
谷
と
設
定
し
て
い
る
か

ら
、
日
本
各
地
の
山
間
部
の
何
処
で
も
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か

し
、
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、『
宇
治
』
、『
古
本
』
の
読
み
手
が
比
較
的
身
近
に

感
じ
ら
れ
る
「
鷹
飼
」
、
「
鷹
生
」
の
男
を
想
像
で
き
る
よ
う
に
、
場
所
を
特

定
し
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
と
思
う
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
各
説
話
の
文
中
の
細
か
な
相
違
点
に
注
目
し
て
、『
験
記
』
、

『
今
昔
』
の
鷹
取
の
男
と
『
宇
治
』
、
『
古
本
』
の
「
鷹
飼
」
、
「
鷹
生
」
の
男

が
異
な
る
こ
と
を
指
摘
し
て
き
た
。
Ａ
系
統
の
各
説
話
の
男
と
Ｂ
系
統
の
各

説
話
の
男
は
全
く
の
別
人
と
考
え
て
も
よ
い
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
、
Ａ
系

統
と
Ｂ
系
統
は
同
類
異
話
の
関
係
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。 

Ａ
系
統
と
Ｂ
系
統
の
関
係
に
つ
い
て
、
も
う
一
つ
付
け
加
え
る
と
、
Ａ
系

統
の
説
話
を
も
と
に
、
Ｂ
系
統
の
説
話
を
作
り
上
げ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

で
あ
る
。
ま
ず
、
Ａ
系
統
の
『
験
記
』
は
崖
の
く
ぼ
み
と
し
て
お
り
、『
今
昔
』

は
崖
に
か
か
る
木
の
枝
と
し
て
い
た
。
Ｂ
系
統
の
鷹
の
巣
の
場
所
は
山
奥
の

谷
の
岸
の
上
で
あ
り
、
崖
に
生
え
た
榎
の
木
の
枝
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
か

ら
、
木
の
枝
と
い
う
『
今
昔
』
の
設
定
を
引
き
継
い
で
い
る
。
次
に
、
男
た

ち
の
鷹
へ
の
関
わ
り
方
で
あ
る
。
Ａ
系
統
の
各
説
話
の
う
ち
、『
験
記
』
で
は
、

鷹
取
の
男
が
鷹
の
子
を
「
国
家
」
へ
献
上
し
て
い
た
と
述
べ
る
が
、
『
今
昔
』

で
は
、
男
が
鷹
の
子
を
育
て
て
鳥
を
取
ら
せ
る
ま
で
飼
育
調
教
し
て
「
要
ニ

ス
ル
人
」
、「
国
ノ
人
」
へ
売
っ
て
い
た
と
述
べ
る
た
め
、『
今
昔
』
の
男
が
飼

育
調
教
お
よ
び
放
鷹
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

こ
と
か
ら
、
男
が
「
鷹
飼
」
、
「
鷹
生
」
で
あ
っ
た
と
説
明
さ
れ
て
い
る
Ｂ
系

統
の
説
話
は
、
Ａ
系
統
の
う
ち
、
特
に
『
今
昔
』
を
参
照
し
て
書
か
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。 

同
じ
テ
ー
マ
の
類
話
が
平
安
後
期
・
鎌
倉
期
に
成
立
し
た
複
数
の
説
話
集

に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
平
安
後
期
以
降
の
寺
院
の
僧
侶
や
貴
族
な
ど
の
間
で

好
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
特
に
、
Ａ
系
統

の
唐
招
提
寺
蔵
「
取
鷹
母
縁
」（
取
鷹
因
縁
）
は
、
僧
侶
が
『
験
記
』
を
も
と

に
説
草
と
し
て
作
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
Ｃ
系
統
の
金

沢
文
庫
本
『
観
音
利
益
集
』
三
五
も
、
Ａ
系
統
の
『
験
記
』
の
類
話
を
も
と
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に
説
草
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
鷹
取
の
男
の
観
音
霊

験
譚
に
限
ら
ず
、『
験
記
』
に
収
録
さ
れ
た
多
く
の
説
話
が
、
寺
院
の
説
法
・

説
教
の
素
材
に
な
る
よ
う
に
集
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
な
ら
、
説
法
・
説
教

の
対
象
は
老
若
男
女
の
違
い
も
、
身
分
の
違
い
も
関
係
な
く
幅
広
い
範
囲
の

人
々
を
想
定
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。 

Ｂ
系
統
の
説
話
は
、
Ａ
系
統
と
同
じ
テ
ー
マ
の
説
話
を
取
り
入
れ
て
モ
チ

ー
フ
の
改
変
を
加
え
、
お
お
む
ね
仮
名
文
字
で
書
か
れ
て
い
る
。
仮
名
文
字

で
ま
と
め
ら
れ
た
説
話
集
の
写
本
を
手
に
取
っ
て
読
め
る
よ
う
な
貴
族
社
会

の
人
々
を
想
定
し
て
作
ら
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
陸
奥
国
の
鷹
取

の
男
の
説
話
を
採
録
せ
ず
、
鷹
を
役
に
て
過
ご
す
男
（
鷹
飼
、
鷹
生
）
の
説

話
を
採
録
し
た
理
由
は
、
Ｂ
系
統
の
説
話
を
収
め
た
説
話
集
の
読
み
手
に
と

っ
て
比
較
的
身
近
な
存
在
が
、
陸
奥
国
の
鷹
取
の
男
よ
り
も
、「
鷹
飼
」
、「
鷹

生
」
の
男
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
（

12
）
。 

本
稿
で
は
、
平
安
後
期
・
鎌
倉
期
の
複
数
の
説
話
集
に
み
え
る
鷹
取
の
男

の
観
音
霊
験
譚
を
取
り
上
げ
、
各
説
話
の
前
半
部
分
を
比
較
し
て
、
鷹
取
の

男
と
「
鷹
飼
」
、
「
鷹
生
」
の
男
の
生
業
・
生
活
の
様
子
が
少
し
異
な
っ
て
い

る
こ
と
に
注
目
し
て
み
た
。
少
な
く
と
も
、
鷹
取
の
男
の
観
音
霊
験
譚
と
呼

べ
る
の
は
Ａ
系
統
で
あ
り
、
Ｂ
系
統
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
鷹
を
役
に
て

過
ご
す
男
（
鷹
飼
・
鷹
生
）
の
観
音
霊
験
譚
と
呼
べ
る
こ
と
も
次
第
に
分
か

っ
て
き
た
。
各
説
話
の
間
で
鷹
取
の
男
や
「
鷹
飼
」
、「
鷹
生
」
の
男
の
生
業
・

生
活
を
説
明
す
る
に
あ
た
っ
て
、
細
か
な
違
い
が
生
ま
れ
た
理
由
に
つ
い
て

付
言
し
た
い
。
説
話
の
作
者
ま
た
は
説
話
集
の
編
者
が
、
説
話
の
後
半
部
分

ま
で
の
経
緯
を
説
く
前
半
部
分
を
工
夫
す
る
必
要
が
あ
り
、
説
話
の
読
み
手

や
聞
き
手
を
意
識
し
て
人
物
の
設
定
を
変
更
し
た
と
い
う
こ
と
が
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
先
行
の
説
話
を
取
り
入
れ
て
表
現
の
変
更
を
行
な
う
と
き
に
は
、

鷹
取
や
鷹
飼
を
担
う
人
々
に
対
す
る
認
識
の
揺
れ
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

説
話
の
作
者
ま
た
は
説
話
集
の
編
者
が
意
識
的
に
施
し
た
表
現
上
の
工
夫
か

ら
、
鷹
取
や
鷹
飼
を
担
う
人
々
に
対
す
る
認
識
の
揺
れ
を
読
み
取
れ
る
場
合

も
あ
っ
た
が
、
詳
し
く
読
み
取
っ
て
論
じ
る
こ
と
は
至
難
の
業
で
あ
る
。
本

稿
で
は
、
類
話
の
多
い
説
話
を
取
り
上
げ
た
の
で
比
較
し
て
多
少
考
え
る
こ

と
が
で
き
た
と
も
い
え
る
。 

各
説
話
を
比
較
し
て
考
え
る
な
か
で
留
意
し
た
い
こ
と
は
、
鷹
取
や
鷹
飼

を
担
う
人
々
の
生
業
・
生
活
の
実
像
で
あ
る
。
各
説
話
に
み
え
る
鷹
取
の
男

と
「
鷹
飼
」
、
「
鷹
生
」
の
男
の
生
業
・
生
活
が
、
単
に
表
現
上
の
問
題
に
と

ど
ま
ら
ず
、
奈
良
・
平
安
期
の
鷹
取
・
鷹
飼
を
担
う
人
々
の
生
業
・
生
活
の

実
像
を
考
え
る
う
え
で
参
考
に
な
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
、
観

音
霊
験
譚
と
し
て
は
当
然
で
あ
る
が
、
鷹
取
や
鷹
飼
を
担
う
人
々
の
信
仰
の

あ
り
方
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
鷹
取
や
鷹
飼
を
担

う
人
々
が
道
心
を
発
し
て
生
業
を
廃
し
、
法
師
と
な
る
の
が
最
善
で
あ
っ
た

と
い
う
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
境
地
に
至
る
ま
で
は
、
日
々
の
生
業
・
生
活

を
続
け
て
い
く
な
か
で
重
ね
ざ
る
を
え
な
い
罪
の
蓄
積
を
軽
減
し
、
ま
た
、

稀
に
起
こ
る
転
落
事
故
の
よ
う
な
不
測
の
事
態
を
脱
す
る
た
め
、
観
音
経
を

毎
月
十
八
日
に
読
誦
し
て
、
観
音
菩
薩
を
信
仰
す
る
こ
と
が
奨
励
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
は
、
各
説
話
の
間
で
共
通
す
る
特
徴
と
し
て
指
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摘
で
き
る
。 

鷹
取
の
男
の
生
業
・
生
活
の
具
体
的
な
状
況
は
、
主
に
Ａ
系
統
の
説
話
が

参
考
に
な
る
。
毎
年
、
鷹
取
の
男
が
同
じ
鷹
の
巣
か
ら
鷹
の
子
を
取
っ
て
「
国

家
」
ま
た
は
鷹
を
必
要
と
す
る
人
へ
売
り
、
価
直
を
得
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で

注
目
さ
れ
て
き
た
が
、
本
稿
で
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
他
に
も
次
の
よ
う

な
特
徴
が
う
か
が
え
る
。 

・
鷹
取
の
男
が
山
々
峰
々
を
歩
い
て
鷹
の
巣
を
探
し
出
す
と
、
親
の
鷹
を
観

察
し
て
鷹
の
子
の
良
し
悪
し
を
判
断
し
て
い
た
こ
と
。
言
い
換
え
れ
ば
、
雛

を
見
た
だ
け
で
は
、
雛
を
育
て
て
放
鷹
で
用
い
る
こ
と
に
堪
え
る
か
否
か
を

判
断
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。 

・
鷹
取
の
男
が
巣
の
場
所
を
把
握
し
て
お
き
、
毎
年
の
繁
殖
期
を
待
っ
て
鷹

の
子
を
取
り
に
行
っ
て
い
た
こ
と
。
つ
ま
り
、
毎
年
、
優
れ
た
鷹
を
産
ん
で

き
た
同
じ
鷹
の
巣
か
ら
雛
を
獲
得
す
る
こ
と
で
、
次
第
に
鷹
の
目
利
き
と
し

て
の
評
判
を
獲
得
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。 

・
鷹
取
の
男
が
巣
へ
近
づ
い
て
鷹
の
子
を
取
る
際
は
木
登
り
、
ま
た
は
崖
下

り
を
基
本
と
し
て
い
て
、
籠
や
縄
な
ど
の
道
具
を
用
い
て
工
夫
し
て
い
た
こ

と
。
鷹
の
巣
は
木
の
枝
や
崖
な
ど
、
人
に
と
っ
て
近
寄
り
難
い
場
所
に
営
ま

れ
る
た
め
、
鷹
の
巣
か
ら
雛
を
取
る
仕
事
で
は
、
し
ば
し
ば
危
険
を
伴
っ
た
。

鷹
取
の
男
は
種
々
の
道
具
を
用
い
て
十
分
な
備
え
を
し
た
う
え
で
作
業
に
臨

ん
で
い
た
。 

Ｂ
系
統
の
「
鷹
飼
」
、
「
鷹
生
」
の
男
の
生
業
・
生
活
の
状
況
は
、
Ａ
系
統

の
鷹
取
の
男
の
生
業
・
生
活
と
比
較
し
て
明
確
に
な
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

「
鷹
飼
」
、
「
鷹
生
」
の
男
の
生
業
・
生
活
の
状
況
を
考
え
る
う
え
で
参
考
に

な
る
特
徴
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

・
「
鷹
飼
」
、「
鷹
生
」
の
男
が
「
従
者
ど
も
」
を
連
れ
て
鷹
を
探
し
て
い
た
こ

と
。
「
鷹
飼
」
、
「
鷹
生
」
の
男
は
「
従
者
ど
も
」
を
連
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

鷹
取
の
男
よ
り
も
若
干
高
い
身
分
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

・「
鷹
飼
」
、「
鷹
生
」
の
男
が
日
常
的
に
巣
か
ら
鷹
の
子
を
取
っ
て
売
る
仕
事

に
従
事
し
て
い
た
様
子
は
説
話
か
ら
読
み
取
れ
な
い
こ
と
。「
鷹
飼
」
、「
鷹
生
」

と
い
う
表
現
を
重
視
す
る
と
、「
鷹
飼
」
、「
鷹
生
」
の
男
は
、
鷹
の
子
を
育
て

て
飼
育
調
教
す
る
仕
事
に
従
事
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。 

・「
鷹
飼
」
、「
鷹
生
」
の
男
が
自
ら
鷹
の
子
を
巣
か
ら
取
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ

う
だ
が
、
鷹
の
子
を
取
る
こ
と
に
慣
れ
て
い
な
い
ら
し
く
、
十
分
な
準
備
を

し
な
い
ま
ま
、
谷
の
岸
の
木
に
登
っ
て
転
落
し
た
こ
と
。
転
落
事
故
の
発
生

の
状
況
か
ら
考
え
る
と
、「
鷹
飼
」
、「
鷹
生
」
の
男
は
、
巣
か
ら
鷹
の
子
を
取

る
こ
と
が
少
な
く
、
お
そ
ら
く
鷹
取
の
男
の
よ
う
な
人
か
ら
入
手
し
た
鷹
の

子
を
飼
育
調
教
し
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。 

稿
を
改
め
て
別
の
説
話
や
各
種
の
史
料
も
用
い
、
奈
良
・
平
安
期
の
放
鷹

を
支
え
た
鷹
取
・
鷹
飼
の
生
業
・
生
活
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い

と
思
う
。 

  

【
註
】 

（
１
） 

拙
稿
「
日
本
古
代
の
放
鷹
の
技
術
と
形
象
に
関
す
る
覚
書
（
そ
の



16 

四
）―

餌
取
法
師
往
生
説
話
か
ら―

」
（
『
八
洲
学
園
大
学
紀
要
』
第

一
五
号
、
二
〇
一
九
年
）
。 

（
２
） 
弓
野
正
武
「
古
代
養
鷹
史
の
一
側
面
」
、
竹
内
理
三
先
生
喜
寿
記
念

論
文
集
刊
行
会
編
『
律
令
制
と
古
代
社
会
』
、
東
京
堂
出
版
、
一
九
八

四
年
。 

（
３
） 

森
正
人
「
聖
な
る
毒
蛇
／
罪
あ
る
観
音―

鷹
取
救
済
考―

」
、
『
国

語
と
国
文
学
』
第
七
六
巻
第
一
二
号
、
一
九
九
九
年
一
二
月
。 

（
４
） 

唐
招
提
寺
蔵
「
取
鷹
俗
母
縁
」
は
、
山
本
秀
人
・
宇
都
宮
啓
吾
「
唐

招
提
寺
蔵
片
仮
名
文
説
話
三
種 

影
印
・
翻
刻
並
に
解
説―

「
取
鷹

俗
母
縁
」「
役
行
者
悲
母
事
」「
桃
華
因
縁
」―

」
、
鎌
倉
時
代
語
研
究

会
編
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
第
二
十
一
輯
』
、
武
蔵
野
書
院
、
平
成
一
〇

年
に
よ
る
。
金
沢
文
庫
本
『
観
音
利
益
集
』
は
、
近
藤
喜
博
校
『
中

世
神
仏
説
話 

古
典
文
庫
第
三
十
八
』
、
古
典
文
庫
、
一
九
五
〇
年
に

よ
る
。 

（
５
） 

『
大
日
本
国
法
華
経
験
記
』
巻
下
・
第
一
一
三
、
奥
州
鷹
取
男
は
、

井
上
光
貞
・
大
曾
根
章
介
校
注
『
往
生
伝 

法
華
験
記 

日
本
思
想

大
系
７
』
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
四
年
の
原
文
（
五
六
一
～
五
六
二
ペ

ー
ジ
）
に
よ
る
。 

（
６
） 

『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
六
・
第
六
、
陸
奥
国
鷹
取
男
依
観
音
助
存

命
語
は
、
馬
淵
和
夫
・
国
東
文
麿
・
稲
垣
泰
一
校
注
・
訳
『
今
昔
物

語
集
② 

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
三
六
』
、
小
学
館
、
二
〇
〇
〇
年

に
よ
る
。
山
田
孝
雄
・
山
田
忠
雄
・
山
田
英
雄
・
山
田
俊
雄
校
注
『
今

昔
物
語
集
三 

日
本
古
典
文
学
大
系
二
四
』
、
岩
波
書
店
、
昭
和
三
六

年
、
池
上
洵
一
校
注
『
今
昔
物
語
集
三 

新
日
本
古
典
文
学
大
系
三

五
』
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
も
参
照
し
た
。 

（
７
） 

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
上
・
八
七
、
観
音
経
化
レ

蛇
輔
レ

人
給
事
は
、

三
木
紀
人
・
浅
見
和
彦
・
中
村
義
雄
・
小
内
一
明
校
注
『
宇
治
拾
遺

物
語
・
古
本
説
話
集 

新
日
本
古
典
文
学
大
系
四
二
』
、
岩
波
書
店
、

一
九
九
〇
年
に
よ
る
。
大
島
建
彦
校
注
『
宇
治
拾
遺
物
語 

新
潮
日

本
古
典
集
成
』
、
新
潮
社
、
一
九
八
五
年
も
参
照
し
た
。 

（
８
） 

『
古
本
説
話
集
』
下
・
六
四
、
観
音
経
変
二

化
蛇
身
一

輔
二

鷹
生
一

事
は
、
三
木
紀
人
・
浅
見
和
彦
・
中
村
義
雄
・
小
内
一
明
校
注
『
宇

治
拾
遺
物
語
・
古
本
説
話
集 

新
日
本
古
典
文
学
大
系
四
二
』
、
岩
波

書
店
、
一
九
九
〇
年
に
よ
る
。
高
橋
貢
『
古
本
説
話
集
全
註
解
』
、
有

精
堂
出
版
、
一
九
八
五
年
も
参
照
し
た
。 

（
９
） 

「
鷹
の
放
れ
た
る
を
と
ら
ん
と
て
」
の
解
釈
に
関
し
て
は
、『
宇
治

拾
遺
物
語
・
古
本
説
話
集 

新
日
本
古
典
文
学
大
系
四
二
』
に
、『
宇

治
』
上
・
八
七
、
観
音
経
化
レ

蛇
輔
レ

人
給
事
と
『
古
本
』
下
・
六
四
、

観
音
経
変
二

化
蛇
身
一

輔
二

鷹
生
一

事
の
両
説
話
を
収
録
し
て
い
る
の

で
参
照
す
る
と
、
Ａ
系
統
の
『
験
記
』
や
『
今
昔
』
を
念
頭
に
置
い

て
読
み
解
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。『
宇
治
』
上
・
八
七
、
観
音
経
化

レ

蛇
輔
レ

人
給
事
は
、
一
五
九
ペ
ー
ジ
脚
注
二
四
に
「
巣
か
ら
離
れ
た

鷹
。
巣
か
ら
飛
び
立
っ
た
鷹
」
と
解
し
、『
古
本
』
下
・
六
四
、
観
音

経
変
二

化
蛇
身
一

輔
二

鷹
生
一

事
は
、
四
九
四
ペ
ー
ジ
脚
注
二
に
「
鷹
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の
逃
げ
た
の
を
捕
ろ
う
と
し
て
。
今
昔
は
親
鷹
が
例
年
の
所
に
営
巣

し
な
か
っ
た
の
で
山
中
を
さ
が
し
求
め
て
見
付
け
た
と
す
る
」
と
解

し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
稿
の
よ
う
に
、
Ａ
系
統
の
『
験
記
』
や
『
今

昔
』
を
強
く
意
識
せ
ず
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
本
稿

に
近
い
解
釈
は
、
『
古
本
説
話
集
全
註
解
』
、
三
二
一
・
三
二
二
ペ
ー

ジ
に
も
み
え
る
が
、
男
が
Ａ
系
統
の
鷹
取
の
男
と
同
様
の
仕
事
に
従

事
し
て
い
た
と
想
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
他
の
注
釈
書
と
変
わ

ら
な
い
。
た
だ
し
、
放
鷹
の
際
に
鷹
が
逃
げ
た
と
い
う
状
況
に
限
定

せ
ず
、
繋
い
で
い
た
鷹
が
逃
げ
た
と
い
う
状
況
で
あ
る
と
解
釈
し
て

い
る
。 

（

10
） 

『
験
記
』
や
『
今
昔
』
を
参
照
し
て
簡
略
的
に
ま
と
め
ら
れ
た
と

思
わ
れ
る
『
観
音
利
益
集
』
三
五
の
鷹
取
の
男
の
観
音
霊
験
譚
で
は
、

鷹
の
雛
を
巣
か
ら
下
ろ
す
仕
事
に
つ
い
て
、
「
栖
ヲ
ロ
シ
」
（
巣
下
ろ

し
）
と
呼
ば
れ
て
い
た
。「
栖
ヲ
ロ
シ
」
の
仕
事
の
具
体
的
な
状
況
に

関
し
て
は
、『
観
音
利
益
集
』
三
五
に
「
白
雲
ノ
カ
ヽ
ル
ホ
ト
ノ
岩
ホ

ノ
上
ニ
、
ナ
ケ
ク
ハ
カ
リ
ナ
ル
所
ニ
、
タ
カ
ノ
栖
ヲ
カ
ケ
タ
リ
、
是

ヲ
取
ラ
ム
ト
テ
籠
ヲ
ク
ミ
テ
登
リ
テ
、
上
ヨ
リ
縄
ヲ
サ
ケ
テ
伝
ヒ
ヲ

リ
ケ
ル
ホ
ト
ニ
、
イ
カ
ヽ
シ
タ
リ
ケ
ム
、
縄
キ
レ
テ
ワ
ツ
カ
ニ
岩
ノ

カ
ト
ニ
カ
ヽ
レ
リ
、
」
と
あ
る
。
鷹
取
の
男
は
「
岩
ホ
」（
巌
）
の
「
タ

カ
ノ
栖
」
へ
近
づ
く
た
め
、
籠
を
組
ん
で
「
岩
ホ
」
を
登
り
、
そ
の

上
か
ら
縄
を
下
げ
て
伝
い
降
り
た
が
、
何
故
か
縄
が
切
れ
て
し
ま
い
、

「
岩
ノ
カ
ト
」（
岩
の
角
）
に
引
っ
か
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
中
に
み

え
る
「
籠
」
は
、
男
が
乗
り
込
む
も
の
で
は
な
い
た
め
、
男
一
人
が

背
負
え
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
籠
の
作
り

方
が
「
籠
ヲ
ク
ミ
テ
」
云
々
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
竹
や
蔓
を
組
ん
で

作
っ
た
目
籠
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
説
話
で
は
「
隣
人
型
」
の
モ
チ
ー

フ
を
採
用
せ
ず
、
鷹
取
の
男
が
一
人
で
籠
を
持
ち
、
縄
を
伝
い
降
り

て
「
タ
カ
ノ
栖
」
へ
近
づ
い
て
お
り
、
縄
が
切
れ
て
転
落
し
た
こ
と

は
偶
発
的
な
出
来
事
と
す
る
。
偶
発
的
に
縄
が
切
れ
た
と
い
う
こ
と

は
、
Ａ
系
統
の
説
話
に
登
場
す
る
隣
家
の
男
が
鷹
取
の
男
の
転
落
事

故
を
偽
っ
て
、
鷹
取
の
男
の
妻
子
に
告
げ
た
と
き
の
原
因
と
同
じ
で

あ
る
。
Ａ
系
統
の
説
話
で
は
、
隣
家
の
男
が
告
げ
た
偶
発
的
な
原
因

は
偽
り
で
あ
っ
た
が
、
Ｃ
系
統
の
説
話
で
は
鷹
取
の
男
の
転
落
事
故

の
原
因
と
し
て
説
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。 

（

11
） 

「
鷹
生
」
と
い
う
呼
称
は
、
律
令
体
制
下
の
官
職
制
度
の
中
で
知

識
・
技
術
を
継
承
す
る
仕
組
み
に
関
係
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

「―

生
」
は
、
特
殊
な
知
識
・
技
術
に
基
づ
く
業
務
を
求
め
ら
れ
た

官
司
に
所
属
し
て
、
知
識
・
技
術
を
学
ぶ
側
の
人
を
意
味
す
る
名
称

で
あ
る
。
大
学
寮
の
学
生
・
算
生
、
雅
楽
寮
の
舞
生
・
楽
生
、
典
薬

寮
の
医
生
な
ど
が
設
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
律
令
体
制
下
の
主

鷹
司
や
九
世
紀
以
降
の
蔵
人
所
鷹
飼
の
組
織
に
「
鷹
生
」
が
所
属
し

て
い
た
こ
と
は
史
料
上
に
確
認
で
き
て
い
な
い
。「
鷹
生
」
を
後
代
に

鷹
飼
の
意
味
で
用
い
ら
れ
た
「
鷹
匠
」
と
同
義
と
考
え
る
見
方
も
あ

る
よ
う
だ
が
、
「
鷹
匠
」
と
の
関
連
性
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。 
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（

12
） 

Ｂ
系
統
の
「
鷹
飼
」
、
「
鷹
生
」
の
男
が
放
鷹
の
際
に
逃
げ
た
鷹
を

探
す
と
い
う
モ
チ
ー
フ
は
、『
万
葉
集
』
の
家
持
歌
で
知
ら
れ
て
い
た

も
の
で
あ
る
。
奈
良
中
期
の
越
中
守
大
伴
家
持
に
仕
え
る
養
吏
の
老

人
が
、
鷹
を
飼
育
調
教
し
た
際
に
逃
げ
ら
れ
、
そ
の
鷹
を
探
し
て
い

た
こ
と
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
か
ら
、
平
安
期
の
貴
族
社
会
で
は
馴
染

み
の
深
い
モ
チ
ー
フ
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

 

（
受
理
日
：
二
〇
二
〇
年
三
月
二
七
日
） 

              

   


